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    新世界より


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　プレハブ小屋の開あけ放はなたれた窓まどから、ふわっと風が入りこんでくる。


    　どこかから風に乗って運ばれてきた桜さくら色いろの花びらが、ひらひら、はらはらと、右に左に揺ゆれながら、部室のなかに舞いこんでくる。


    　花びらはちょうど、霞かすみの机つくえのうえに止とまった。


    　そんな花びらの存在に、気づいているのか、いないのか──。


    「ゆるふわだねえ」


    　霞がぽつりとつぶやいた。


    　ジンジンが文庫本のページから目を持ちあげる。霞の机の上にあった花びらを認めて──。


    「春ですからね」


    　そう言うジンジンにも机がひとつ。文庫本が十冊ほど重ねて置かれている。ジンジンは読書家であり常じよう人じんよりもだいぶ早い読書速度を誇ほこるが、それでも一日でそんな冊さつ数すうを読めるはずがない。未み読どくの本の山はポーズでありカッコ付けであることは、皆が知っているしバレバレであるが、いまさら本人に言う者もいない。


    「あとランドドラゴンがねーんだよなー」


    　ケンケンは自分の机に七種類のリングを置いて眺ながめている。ちなみに並べている指ゆび輪わは変身アイテム。いま小学生に大だい人にん気きの特とく撮さつヒーロー物。中学二年生にもなってそれはどうかと皆が思ってはいるが、いまさら口に出して言う者もいない。


    　ジルは自分の机に刃は物ものを並べてお手入れの最さい中ちゆう。ハンティングナイフに。鉈なたに。刃は先さきを砥と石いしで整ととのえて薄うすく油を引き直している。聖せい羅らは机一面にカードを並べてタロット占うらないをやっている。


    　部室の隅すみでサスペンドしている小こ森もりさんのところにも、まったく使われている気け配はいはないが、やはり机が一個置かれている。


    　各自が一個ずつ、自分の机を所有していた。


    　部屋の中央には五人の机の合体してできた〝島〟がある。それでも〝島〟の周囲には、まだまだぜんぜんスペースが有り余っている。


    　ＧＪグツジヨ部ぶがこの新しい部室を手に入れたのは、あれは三学期頭のこと。まだ寒さの厳きびしい、一月のことだった。


    　せまくとも愛あい着ちやくのあった前の部室を失うしなって、一同は流る浪ろうの旅に出た。


    　そしてたどり着いた安あん住じゆうの地が、この校庭の隅にあるプレハブ小屋だった。物置として使われていた小屋を皆で徹底的に掃そう除じしてピカピカにした。学校側と交渉して部室として使用許きよ可かも勝ち取った。


    　安あん住じゆうの地を見つけてから、二か月ばかり──。


    　広いだけが取り柄えの部室には、各自の持ちこんだ私し物ぶつが、だんだんと増えつつある。


    　私物をあまり散らかしておくと、小こ森もりさんの自動お片付け機能が動どう作さして、小森さんの目に〝ゴミ〟と映うつったものはバンバンと容よう赦しやなくオカンよりもさらに大だい胆たんに捨すてられていってしまうから、皆、自分の部屋よりは片付けをしっかりやっていたりする。


    「ゆるふわだねえ」


    　霞かすみがまたつぶやいた。


    　皆が目をやれば、霞の机つくえのうえの桜さくらの花びらが、また一枚ほど増えて、二枚になっている。


    　グラウンドの端はしの土手に桜が何本も植えられている。


    「準備をいたしましょうか」


    　急にサスペンドから返ってきた小森さんが、そう言った。


    　小森さんが座ったままじっと動かないでいることを、誰が言いはじめたのか──ＧグツＪジヨ部ぶでは〝サスペンド〟と呼んでいる。寝ているのとはたぶん違う。その証拠に目は半分開あいていたりする。


    「なんの準備？　──こもりん」


    「春といえば……お花見ではないのですか？　──小森です」


    「お花見って、花見て、おサケ飲んで、うおーって叫さけんで、上半身ハダカで乾かん布ぷ摩ま擦さつしたりする、オトナのあれだっけ？」


    　霞は首を傾かしげた。


    「未成年ですからお酒はだせませんし。お酒がでませんから叫びませんし。よって酒しゆ乱らんの方もでないでしょう。乱らん痴ち気き騒さわぎにもならないでしょう。もちろん乾布摩擦もないですね」


    「ジュースっ？」


    「お好みはなにがいいですか？」


    「コーラ！」


    　霞は片手をあげて、元気いっぱいに叫んだ。おサケはよくわからないが、ジュースだったら大好きだ。


    　それに桜の下で騒いでお祭りというのは──たいへんに、ＧＪ部的だ。


    　椅い子すをガタガタと引いて、皆が動き出す。ロッカーを開けて、ピクニックシートを出してくる。この小屋を整理して掃そう除じしたときに、ＧＪ部の部活動にそのまま使えそうなものがたくさん発はつ掘くつされていた。先せん人じんの遺産を有効活用させてもらっている。


    「よし！　本日ヒトゴーサンマル！　我われらＧＪ部は花見作戦を敢かん行こうします！」


    　ＧＪ部部長──四しノの宮みや霞が、片手を高たか々だかと挙あげて宣言をする。


    　わーと、盛りあがって、皆は道具を抱かかえると表おもてに飛び出していった。


    　そして空からになった部室だけがそこに残った。
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    あそぼ・霞


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみが本日発売のマンガ雑誌を読みながら、〝キノコ〟と〝タケノコ〟を交こう互ごに口にほうりこむという貴き族ぞくの楽しみかたを実じつ践せんしていると──。


    「──ん？　誰かなにか言った？」


    　なにかが聞こえてきた気がして、霞は顔を持ちあげた。そう皆に訊きいてみるが、誰もが首を横に振って返すばかり。


    　気のせいかな。そう納なつ得とくして、霞がまたマンガ雑誌に戻ったとき──。


    「……あそぼ？」


    　はっきりと──声が聞こえた。


    　マンガ雑誌を倒して、霞はきょろきょろと周囲を見回した。しかし皆はそれぞれ自分たちの日課を静かにこなしているばかり。こっそり様よう子すを窺うかがってくるような気け配はいもない。霞がキョロキョロするのを見て「ひっかかったーひっかかったー」とかやってくるわけでもない。


    「……あそぼ？」


    　こんどは声だけでなく、スカートの裾すそが実際に引っぱられた。


    「えっ？」


    　驚おどろいて霞が視線を落とすと──。


    　子供がいた。床ゆかにしゃがみこんだ子供が、霞のことを見上げるようにして、スカートの裾を引っぱってきていた。


    　おかっぱの髪の小さな女の子だった。でもなにかがおかしい。どこかが変だ。


    　まじまじと女の子を見ていた霞は、その理由に気がついた。


    　女の子が着ているのは、着物なのだ。赤い絣かすりの着物というのだろうか。古めかしいデザインの──なんと、和服だ。


    「えーっと……？」


    　スカートの裾を、はしっとばかりに掴つかまれたまま、霞は困こまった顔を皆に巡めぐらせた。まずなんで子供が部室に入りこんできているのか。そしてなんで自分のスカートを掴んできているのか。


    　皆からもびっくりした顔が返ってきている。


    　霞とおなじで、子供の存在に、たったいま気がついたようだった。


    「……あそぼ？」


    「えーっと……」


    「ねえあなた……。どちらの子？」


    　返答に困り果てている霞のかわりに、聖せい羅らが訊いてくれた。


    「……あそんでくれる？」


    「えっと……？」


    　矛ほこ先さきがこんどは聖せい羅らに向く。とててっ、と、女の子は聖羅に取りついた。


    「あっ。これっ──離しなさい。離しなさいというに」


    　スカートの裾すそを掴つかまれるかわりに、聖羅は髪の毛の先を掴まれている。わしづかみだ。


    「き、近所の子かな？　──ほうら。お姉ちゃんが遊んであげるから」


    　霞かすみが立ちあがって女の子に近づいた。困こまっている聖羅を助け出しにゆく。


    「ほんと？」


    「ほんと。ほんと」


    　椅い子すをおりて、腰こしを屈かがめる。子供の目め線せんの高さから、優やさしく語りかける。


    「なにしてあそぼっかー？」


    「なんでもいい」


    「なんでもいいの？」


    「うん。──あそぼ」


    「うーんと……」


    　霞はくちびるに指先をあて、天てん井じように顔を向けた。なにかを思いついてから、顔をおろす。


    「じゃあ──ジンジンいじる？」


    「いじる」


    「ちょ──!?」


    　顔色を変えたのは、ジンジンだ。


    「──なんだって僕に飛び火してくるんですか！」


    「冗談だってば」


    「……いじらない？」


    　女の子は霞とおなじ仕し草ぐさで、くちびるに手をあてて、小こ首くびを傾かしげている。


    「ほら本気にしちゃいましたよ！」


    「ごめんジンジンいじられて」


    「ちょ──!?」


    「男の子でしょ」


    「オトコノコデショ！」


    「ほら真ま似ねしちゃいましたよー!?　どうするんですか!?」


    「あははは。なんかジンジン、キョドってるキョドってるー。お兄ちゃんみたい」


    「オニイチャンミタイ！」


    　おかっぱ頭で赤い絣かすりの着物の女の子は、ジンジンを指差して、霞と同じようにカラカラと笑った。霞印のあそびは〝ジンジンいじり〟だった。

  


  [image: ]



  
    あそぼ・聖羅


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　近所の子があそびに来ていても気にならないくらい広い部室──。


    　今日も今日とて、赤い絣かすりの着物を着たおかっぱ頭の女の子が、部室にあそびに来ていた。


    　部屋の隅すみっこのほうで、いまは小こ森もりさんから〝お手て玉だま〟を教おそわっているところだ。


    　小森さんの意外な特技が判明した。


    　それは〝お手玉〟──。触さわるとしゃくしゃくと鳴る布ぬのの袋ふくろを、空くう中ちゆうに放りあげて──ひとつもふたつもみっつもよっつも、ジャグリングして保持する日本のあそびである。


    　普通の人は三つもできたら上出来で、四つあたりは上級者といってもよい。


    　それを小森さんは、まずいきなり七つあたりからスタートする。そこから一個ずつ増やしていって、十六個のお手玉がきれいな弧こを作って空中を回るのを見せられたときには、おもわず、全員から感かん嘆たんと拍手が沸わき起こったほどだ。


    「投げあげたら、その一個のことは忘れます。受けるのは受け手のほうに任まかせておいて、意識は次のお手玉を投げるほうに置きます」


    　口く伝でんで秘ひ伝でんを伝でん授じゆしようとするのだが、しかし、赤い絣の女の子は、ぜんぜんそういう領りよう域いきには達していなくて、それ以前の段階。


    　小森さんを見習って、お手玉を空中に放り投げるのだが──。狙ねらいがぜんぜんなっていない。見上げている顔のうえに、べちゃっとお手玉が落ちてきたりする。


    「投げあげる方向が違います。左ひだり肩かたの外そとを狙います」


    「きゃっきゃっきゃっ」


    　失敗しても成功しても、どちらであっても女の子は笑う。あそんでもらえることが、ただ純粋に嬉うれしいといった顔。


    　てゆうか。どちらかというと、失敗しても失敗しても失敗しても、というほう。初心者以下。お手玉の一個でさえ、右手で投げて左手で受けることでさえ、一度も成功させていない。


    　それでも女の子は楽しげだ。


    「小森。子守が上じよう手ずですわね」


    「恐おそれ入ります」


    「セラちゃん。うまい。ザブトン一枚！」


    「何の話ですの？」


    「ナンノハナシデスノ？」


    　聖せい羅らが小こ首くびを傾かしげると、女の子も真ま似ねして、同じようにして小首を傾げている。


    「聖羅様もこうしてよくあやしていました」


    　女の子の頭を撫なでながら、小こ森もりさんが言う。


    「ほへ？　小森さんが？　なんでどうして？」


    「……いえ。そうでした。ですから。森もりが」


    「そだよねー。びっくりしちゃったー」


    「おねえちゃん。あそぼ」


    　小森さんの膝ひざの上から降りた女の子は、聖せい羅らのところに行ってそう言った。


    「……え？　……わ、わたくし？」


    「あそんで……くれる？」


    　女の子は小こ首くびを傾かしげた。


    「え？　え？　え？」


    　まさか自分のところにはこないと思っていたのか、聖羅は慌あわてまくっていた。


    「……くれない？」


    　女の子の首が、もっともっと傾いだ。悲しそうな顔になっている。


    「え……えうっ」


    　へんな声をあげて、右を見て左を見てキョドりまくって──。


    　じいっと臆おく面めんもなく正面から覗のぞきこんでくる、子供特有のまっすぐな視線に気け圧おされて──。


    「わ……。わたくしのあそびで……よいのでしたら」


    　品ひん格かくをなんとか取り戻して、聖羅は髪を払って、そう言った。


    「あそんであそんで」


    　女の子は聖羅のタイツを掴つかんでひっぱった。


    　そして聖羅のあそびといえば、もちろん──。


    「初心者向きの数本をチョイスしましたわ」


    　ブラウン管のテレビが置かれる。初代かつ元がん祖その伝説のファミコンに、カセットがガシャコンとセットされる。


    　テーブルの上にはなぜかミカン。


    　そしてもっと謎なぞなのが聖羅の服装。


    「聖羅ちゃん。その残念ジャージやめようよ～」


    「なんでですの？　ジャージ。楽でいいじゃありませんか？」


    　ババ色のジャージを誇ほこらしげに見せる聖羅は、いまとてつもなく残念だ。


    　女の子はそこだけは真ま似ねず、赤い絣かすりの着物のままでゲームをはじめた。


    　２Ｐ側のコントローラーを手にして、聖羅を見習って、右に左に体を揺ゆらしながらゲームをする。面クリしたときにはヘドバンもやった。すぐにやられていたが、それでも楽しそうだった。あそんでくれたら、やっぱりどんなあそびでもよいようだ。


    　聖羅印のあそびは〝レトロゲーム〟だった。
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    あそぼ・ジル


    



    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    「おーす！　ジル！　もう来てるぞー！」


    　プレハブ小屋のドアを開あけて入ってきたジルに、ケンケンがそう声をかける。


    「I'm sorry.」


    　委員会の仕事で遅くなったジルは、カバンを下おろしながらそう答えた。ジルという娘こは、いつもホワイトボードを使って話す娘であるが──こうしてたまに両手が塞ふさがっているときなどには、その肉にく声せいを聞くこともできる。


    　ちなみに「I'm sorry.」の意味は「ゴメンねー」といったあたり。なにに対して「ごめん」と言ったのかというと──。ジルのことをずっと待っていた相手に対してであった。


    　おかっぱの髪の女の子が、ちょこんとお行ぎよう儀ぎよく座って待っている。


    「アイムソーリー？」


    『ちがうちがう。それ遊びじゃないよ。──はい。あそぼ』


    　なんでも真ま似ねをしてしまう女の子に柔やわらかく微ほほ笑えんで──。


    　ジルは床ゆかの上に正座している女の子の前に、同じようにして座った。


    　なんでか。女の子は床の上に正座をしている。それと同じようにジルも床の上に正座する。ニーソックスが汚よごれてしまうが、あえて気にしない。


    　近所の女の子らしきこの子がＧグツＪジヨ部ぶの部室に現あらわれて──今日でちょうど三日目。霞かすみ、聖せい羅ら、ジルと続いてゆくのが、ＧＪ部のローテーションというもの。週末と日曜日を跨またいだ今日は、ジルの番というわけだ。


    『なにして遊ぶ？』


    「お姉ちゃんの得意な遊びがいい」


    　意外とはっきりとした答えが返ってきて、ジルはちょっと驚おどろいた。その小さな女の子は、「あそんであそんで」と期待する目で見つめてくるか、ニコニコと笑いながら相手の言葉をオウム返ししてくるか、どちらかのリアクションしか返してこないと思いこんでいた。


    『えーと……。わたしの得意な遊びっていうと……』


    　唇くちびるに指先をあてて、天てん井じようを見上げて、ジルは考えた。


    『……狩かり？』


    「あそぼっ」


    「ちょっとジルちゃん。狩りって、狩り？」


    　霞がそう訊きいた。部長として見守りつつ静せい観かんを決めこんでいたわけだが、このへんでたまらなくなって、つい口を出してしまう。


    『うん。そうだよ。狩かりだよ』


    「シカとかイノシシとか捕つかまえるほうの──狩り？　Is it hunting?」


    『うんそう。狩りだけど……？　シカとかイノシシとか、このへん、いるのーっ？　いい場所あったら霞かすみちゃん教えてー』


    「いないから！　てゆうか。いい場所って……」


    「日本では狩しゆ猟りようは難むずかしいですよ。都市部には野の良らの猫ねこくらいしかいませんし。野生動物といってもカモとかそんなのはたしか狩猟免めん許きよが必要だったような……」


    《使えないスマホ番長ですわね。ウロ覚おぼえなのでしたら自慢のスマホで検索すればよろしいのではなくて？》


    「ググレカス」


    《副ふく音おん声せい》につづいて、聖せい羅らが肉にく声せいでぼそっとつぶやく。《副音声》が聞こえないジンジンのために、わざわざ要よう約やくして通訳してあげているのだ。これはある種聖羅の優しさであり、そして聖羅が肉声で告つげたのは、フルスケールの《副音声》と比べればほんのサブセットでしかない些さ細さいな毒どく舌ぜつであったが、ジンジンは涙目になってスマートフォンを取り出した。


    　そして検索すること、十数秒──。


    「基本的に狩猟免許が必要なので、……狩っちゃだめです。特に僕ら中学生は」


    『か……、狩ってないよ？　狩ってないからね』


    　ジルはきょどっている。めがっさ、きょどっている。


    「かりしてあそぶ？」


    『だめだったんだってー。じゃあ……、道具のお手入れだけしようね』


    　ずらりと道具が並べられる。


    　銃じゆう刀とう法ほうギリギリオッケーの刃は物ものコレクションは完全なる「実用品」。狩りで得た獲え物ものを解かい体たいするためのナイフであったり、下した生ばえを切り開ひらいて道なき道を進むための〝鉈なた〟であったり、あと木を切って薪まきを作るための〝斧おの〟であったり──。


    「ジルちゃんお店開けるよね」


    　霞が呆あきれたようにつぶやく。


    『売らないよー。大事な道具だもん』


    　ジルにとってやはりこれは〝実用品〟。売り物でもないし。ましてや、しまいこんだり飾かざったりしておくためのものでもない。


    『砥と石いしを使ってね。こうやってね。刃はを研といでね。そしたら油を薄うすく引いてね。しまっておくの。そうすると錆さびないし。切れ味も落ちないし』


    　日常生活をおくるぶんにはまったく必要ないワイルドライフのための刃物手入れ法を、女の子は、ふんふんとうなずきながら聞き入っていた。


    　ジル印のあそび──といえるのかどうか。とにかくジルのターンは、刃物手入れ法だった。
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    あそぼ・ジンジン


    



    「あそぼ」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　赤い絣かすりの着物を着た女の子が、今日はジンジンの足あし下もとにしゃがみこんでいる。


    「え？　僕ですか？」


    　ジンジンは心底意外そうな顔を返した。


    「ローテーションでいうと、つぎジンジンでしょ」


    　霞かすみがお菓か子しをつまみながらそう言った。


    　霞。聖せい羅ら。ジル。──ときて、その次はジンジンである。それがＧグツＪジヨ部ぶのローテーションである。そして物理法則でもある。


    「そのつぎは俺おれだなっ」


    「ないから。ケンケンの番は」


    「ひっでー！　ずっけー！　ありえねー！」


    「頭下さげてお願いしたら、考えてあげなくもない」


    「おねがいします。俺の番もつくってくだちい」


    「だからなんで敬語。あと〝くだちい〟ってなに？　なんでそこ〝ください〟じゃないの？」


    「くだちいー」


    　女の子はニコニコと笑いながら真ま似ねをしている。


    「ほら真似しちゃったよケンケン。どうしようどうする？」


    「はやらせようぜ」


    「僕の番でいいんでしょうか」


    　スマートフォンを手の中に収おさめて、説明をしたくてうずうずした顔で、ジンジンが言う。


    「どおぞー」


    　霞の許きよ可かが下おりて、ジンジンは話しはじめた。──嬉うれしげに。


    「まず僕の基本的スタンスから説明しますけど。僕はスペック偏へん重ちよう主義でもなく、かといってブランド主義でもなく、あくまでユーザビリティ優先の合理主義とでも申しましょうか──」


    「うおい」


    　雄ゆう弁べんに語り始めたジンジンを、霞が止とめにかかる。


    「──なにいきなり童どう女じよにそんなこと語ってんの」


    「え？」


    「すぐにカタカナ語を使う人間って、なんだか頭が悪く感じますわね」


    「えっ？」


    『もっと易やさしく話してあげないとわからないと思うよー。ちっちゃい子なんだよー』


    　ジルの言葉がいちばんよく伝わったか──。ジンジンはずり落ちていた眼鏡めがねのブリッジをくいっと持ちあげて、しゃべり直した。


    「ああ。はい……。わかりました。ええと……ではまず。僕の基本的な立ち位置ですが。性能偏へん重ちよう主義でもなく──」


    「言い換えればいいってもんでもないでしょ」


    「カタカナ語を使うなと言ったら本当にカタカナを使ってこないだけとか。頭の悪い人間特有の切り返しですわね」


    『ジンジン君……。それ、わざとやってる？』


    「ええっ!?」


    　ジンジンはうろたえた。おおいにキョドった。霞かすみと聖せい羅らはともかく、温おん厚こうなジルにまでダメ出しをされた。ジルの金きん髪ぱつの下の額ひたいのあたりに青あお筋すじが浮かんでいるのを、ジンジンの心の目は確かに捉とらえた。


    「アハハ──」


    　女の子が笑っている。


    「よかったね。ジンジン。ウケてるよ」


    「ひょっとしてジンジンって──」


    　と、聖羅が唇くちびるに指先で触ふれながら考える。


    「──年上への接しかたを小こ賢ざかしいほどに心こころ得えていても、年下との接しかたは知らなかったりするのでは？」


    「そうです！　そうです！　そうなんです！　僕には姉的な人や兄的な人はたくさんいますけど！　弟的な人や妹的な人はほとんどいないんです！」


    「なに力りき説せつしているのでしょう。暑苦しいですわ。キャラが違いますわ。クールキャラのジンジン失しつ格かくですわ」


    「う……。し……。失格ですか……」


    「しかくー」


    　ジンジンががっくりとうなだれると、女の子は喜よろこぶ。ウケている。


    「オニーチャン。すまほあそび。しよ！」


    　落ちこんでいるジンジンを気き遣づかってか──。女の子が、ぱしぱしとジンジンの背中を叩たたく。


    「よかったね。許ゆるしてもらえたよ」


    「就しゆう学がく年齢以下の童どう女じよに気を遣われているようでは、スケコマシ失格ですわね」


    「ええと……。子供向けっていったらやっぱり『Angry Birds』が定番でしょうか。『Fruit Slice』もなかなか爽そう快かいなんですけど」


    　ジンジン印の遊びは、スマホ遊びだった。
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    あそぼ・ケンケン


    



    「あそぼ」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　さっきまで気け配はいのかけらもなかったのに、急にそんな声が響ひびく。


    　赤い絣かすりの着物の女の子は、すっかりＧグツＪジヨ部ぶの部室の常じよう連れんとなっていた。


    　いつもどこからともなく現あらわれる。気がつけば下のほうから見上げる目め線せんがやってくる。


    「うおー!!　きょうは俺おれのばんだよなー！　ついに俺のばんだよなー！」


    　ケンケンがエキサイトしている。霞かすみたちから順番にはじまり、つい昨日きのうは、ジンジンが終わった。当然、最後は自分の番だと期待するわけであるが──。


    　だがしかし。


    「だめだよ。ケンケンの番は飛ばさなきゃ。うおーとか言ってる人は飛ばさなきゃ。それがＧＪ部のルールだよ？」


    　霞が一本指を左右に振りながら、女の子に得とく々とくと説明する。おかっぱ頭の童どう女じよは、ふんふんと殊しゆ勝しような顔でいちいち頷うなずいている。


    「とばさないでくだちい……、おれもいれてくだちい……」


    「だからケンケンなんでそこ〝くだちい〟なわけ？」


    「おにいちゃん……、あそぼ？」


    　落ちこむケンケンを心配してか、女の子はケンケンの膝ひざに手をついて、その顔を見上げにかかる。


    「うん！　あそぼ!!」


    　ケンケンは一瞬にして立ち直った。


    《就しゆう学がく前まえの童女に情なさけをかけられるとは、なんと香こうばしい関かん白ぱくオスガキなのかしら》


    　聖せい羅らの《副ふく音おん声せい》が今日もよく響く。ジンジン以外の人間はうげっとなって顔を見合わせる。


    　ちなみに女の子が就学前だということは、昼間から学校にも行かずに遊んでいるところからわかる。授業中、校庭を教室の窓まどから見み下おろしていると、部室のプレハブ小屋の近くで、ひとりで手て鞠まりをついている女の子の姿を見ることがある。


    「なにしてあそぶ？」


    「俺！　変身するから！　おまえ！　怪かい人じんの役なーっ！」


    「うおい」


    　霞がそこらのマンガ雑誌を手にとって、ケンケンの後こう頭とう部ぶへと投げつける。


    「女の子をヒーローごっこに付き合わせるのは……そこはまあいいけど。怪人やるのはあんたのほうでしょ」


    「え？　ええっ？　いやだって俺おれっ……？」


    「ケンケン。あんた。おにいちゃんでしょ？　おにいちゃんっていうのは、妹のためにすべてを投げだすものなんだよ。ライダーだかレンジャーだかわかんないけど。自分がやりたいのをぐっとこらえて、妹のほうに、いいほうを譲ゆずってあげるもんでしょ？　ビスケット割ったら大きいほうを妹に差しだす存在──それがお兄ちゃんってものでしょう？」


    「え？　えっ？　えっ……？　えうっ？」


    　妹いもうと道どうにおいて、霞かすみはいわゆるひとつの権けん威いである。その霞が言っているのだ。白だって黒くなる。どんな無茶だって〝常識〟へとかわる。


    「じ……、じゃ、じゃあ……？　……俺？　怪かい人じんやんの？」


    「ヒーローのほうが、いいほうだって言うのなら、そうでしょ」


    「でも俺……。怪人って、やったこと……」


    「そういえば健けん太たは僕の記憶するかぎり一度も怪人をやったことはないですね。いつもヒーローをやってましたね。ここ数年。その手の遊びはさすがにしたことはありませんが」


    　ジンジンも証言する。そこにはちょっと恨うらみがましい声こわ色いろが混じっているということを、女じよ子したちは揃そろって見抜いた。


    「お、お、お、俺……怪人？」


    「ほらほら。キックしなきゃ。キックが必ひつ殺さつ技わざだよ。たしか。そうでしょ？　そうだよね」


    「さすがにもう数年以上観ていませんが……。たしかそのはずです。なんとかストライクというキックだそうです」


    「きっく？」


    　童どう女じよが首をかしげる。


    「うん。そう。やっちゃえー！」


    「きーっく！」


    「うお」


    　蹴けられたお尻しりを押さえて、ケンケンが飛び跳はねる。


    「なんちゃらストライク──って言って、蹴るといいみたいだよ？」


    「ナンチャラすとらいくー！」


    　また蹴りが出る。


    　どうしていいかわからない、という顔で、ケンケンが飛び跳ねる。


    「怪人役の健太というのも……。なんといいますか……。よいものですね」


    　眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげ、ジンジンが言う。


    　ケンケン印の遊びは〝ライダーごっこ〟だった。ただしオレ無む双そうのほうではなくて、女の子無双のほう。


    　いつもは強気でオレオレだが、受けに回ると途と端たんに弱くなるのがケンケンという男だん子しだった。
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    リップクリーム


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    「あたしのは、これー！　メンソレータムのやつー。ジルちゃんは？」


    『わたしのはこれ』


    　カーディガンのポケットにいつも入れているアイテムを、ジルはころんと机つくえに転ころがした。


    『姉さんとおんなじなんです』


    　そうやってジルは、三人娘のなかでいちばん豊かな胸むねを、えっへんと張ってみせる。


    　机の上に置かれたスティックは、冬ふゆ場ばの女の子の必ひつ携けいアイテム。リップクリームである。もう春先になるが、手放すことができない。霞かすみたちの学校は中学であるし、もちろんメイク禁止であるが、リップクリームであればそれは薬用品であるから、これは化粧品にあらずだ。


    　てゆうか。塗ぬらないと唇くちびる切れるし。「お兄ちゃん」と言っても「おにいひゃん」となっちゃうし。


    「セラちゃんは？」


    「わたくしは森もりが用意してくれたものを使っていますわ。よく知りませんけど──どこのメーカーでしたかしら？」


    　と、聖せい羅らが顎あご先さきを向ける。そちらの方向にいた小こ森もりさんが、一瞬だけサスペンドから戻ってきて、海外のメーカー名を短く答えて、またサスペンドに戻ってゆく。


    「じば……？　磁じ場ば？　マグネットコーティング……？」


    　女じよ子し中学生には聞き慣れないメーカー名に、霞はきょとんと首を傾かしげる。


    『霞ちゃん。海外のだよ。有名なメーカーだよ』


    「そなの？」


    『すごーい。聖羅ちゃん。大人おとなっぽーい』


    「そ、そんなことありませんわ。も、森が渡してくれたものを、ただ使っているだけで……」


    　もじもじとする聖羅を優やさしい眼まな差ざしでたっぷりと愛めでてから、霞はその目を、ふいっと横へと振り向けた。


    「ところでさ──」


    　ささっとライトノベルに立ち返るジンジンをしっかり声で捕ほ獲かくして──。


    「──なんでジンジン。ガン見してんの？」


    「べ──べつに見ていたりしませんが」


    「ウソつく子。カワイクくないよ」


    「──すいません。見てました」


    「ほうらやっぱり」


    「すいません。……てゆうか。なんで女性ってそんな視線に対して鋭するどいんでしょう」


    「興味あるんだ」


    「え？」


    「リップクリーム」


    「え？　いやそんなべつに……」


    「そういえば男のコって、リップクリームとか塗ぬらないよねー」


    「ええ……。まあ……」


    「なんで？　なんで塗らないの？」


    「いや、なんでって言われましても……」


    「理由は、ないんだ」


    「そうですね。ないですね」


    「じゃ塗ってみようよ」


    「ちょ──なんでそうなるんですか!?　いいです。いいです。いいですって」


    「塗らない理由がないなら。じゃあ塗ってみたっていいんじゃない？」


    「塗る理由だってないじゃないですか」


    「あるよ。──だって面白いじゃない。ねー？」


    　霞かすみがにんまりと笑顔を浮かべる。女の子たちが揃そろってこくこくとうなずいて返す。


    「今日は他ほかの場所で本を読むことにします」


    　ジンジンは席を立ちあがった。プレハブ小屋の出口に向けて歩いてゆくが──。


    「こもりん。やっちゃえー」


    「承しよう知ちしました。──あと〝こもりん〟ではなく、小こ森もりです」


    　気け配はいもなく背はい後ごから迫せまった小森さんに、ジンジンはあっさりと制せい圧あつされた。具体的には羽は交がい締じめにされて女じよ子したちの前に引き立てられた。


    「ちょ──!?　ちょっ、放してくださいって。小森さん!?　なんでこんなガッチリ決まって──!?　なんでこの僕が抜け出せ──!?」


    　ジンジンの唇くちびるにリップクリームの尖とがった先せん端たんが迫ってゆく。


    「ちょ!?　──四しノの宮みや先せん輩ぱい!?　ストップストップ！　まずいまずいですってそれは──ッ!!」


    「うるちゃい」


    　騒さわぐジンジンの唇に、霞はリップクリームを塗りたくった。


    「け──!?　健けん太た!!　見ていないで助けてくれ──!!　てゆうか！　まず見てくれっ──!?」


    「オンナ。こえー。オンナ。こえー」


    　ケンケンは他人ひと事ごとのようにそう言って、マンガを読み続けている。自分の身に累るいが及ばなければ、ぶっちゃけ、どーでもいいのだった。


    　広々としたプレハブ小屋に、ジンジンの悲ひ鳴めいがこだました。
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    ７ＵＰ


    



    「セラちゃん炭たん酸さん飲むんだ。めずらしいねー」


    「ええ。まあ」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　聖せい羅らが自分の机つくえの上に、缶ドリンクを置いて、じーっと見つめている。


    「どしたの？　飲まないの？」


    　まるでお供そなえ物のように置かれたドリンクを気にして、霞かすみが訊きく。


    「１ＵＰドリンクっていうアイテムがあるんですの」


    「それってゲームとかの話？」


    「ええ。自機が一機増えたりしますの」


    「それとこの飲み物となにか関係あるの……」


    「今け朝さがた。登校してくるときに見つけてしまったのですけど……」


    　聖羅は目め線せんをドリンクに落とした。うっすらと露つゆをにじませる缶飲いん料りようと、にらめっこをする。


    「これ。７ＵＰという名前ですのよ……」


    「七機アップだっ！」


    　霞のあげた大声に、部室にいた皆が顔を向けてくる。


    　ケンケンが机のうえから足を下おろしてきょとんと向いてくる。ジンジンが栞しおりをページに挟はさむ。おかっぱ頭の女の子にあやとりを教えていたジルと小こ森もりさんもやってくる。


    『なにー？　なにー？』


    「あそぶ？　あそぶ？」


    　ジルがにこにこと微ほほ笑えみながらホワイトボードをかざし、赤い絣かすりの着物の女の子が新しいあそびに期待してキラキラと目を輝かがやかせる。


    　小森さんは一人落ちついて飲み物の準備に取りかかる。


    「これ飲むと７ＵＰするんだって！」


    「そんな馬鹿な……ああ。ええ。たしかに書いてありますね。７ＵＰとここに商品名が」


    「そんなはずはないと。さすがにわたくしも思いましたわ。思いましたけど……」


    「試ためしてみないと！　飲んでみないと！　もしなったら大変だよ!?」


    「７ＵＰってなんだ？　なんか増えるんか？」


    「ケンケン七人になったらどうしようどうする！」


    「うお！　カ、カッケー……!!」


    　なにを想像したのか。想像してしまったのか。ケンケンが絶ぜつ句くしている。


    「コップを七つ用意しました」


    　紅茶の準備を中断して、小こ森もりさんが空からのコップを持ってくる。


    「こもりんナイス!!」


    「恐おそれ入ります。……小森です」


    「な、七等分しても……、ま、まだ１ＵＰになりますよね。計算ですと」


    　なぜかジンジンもごくりと固かた唾ずを呑みこんでいる。


    「なーなー……？　１ＵＰすると、どーなるんだー？」


    「そりゃ一機増えるわけだから……。命が二つある状態とかに……、な、なるんじゃない？」


    「不ふ死じ身みかっ!?」


    「一回分だけだけどね」


    「いわゆる限定された異い能のうということですよね。あくまでもし仮かりにこの飲いん料りようを飲んでそうした効果が現あらわれると仮定した場合の話ではありますが」


    　ジンジンが持って回った言いかたをするが、誰も「この自じ意い識しきはみださせた小こ僧ぞうが～（以下略）」とか突っこんだりはしない。


    　聖せい羅らの副ふく音おん声せいでさえも沈ちん黙もくをもって答えた。


    「あ……、開あけるよ……？」


    　霞かすみが問う。六つのうなずきが返ってくる。


    　ぷしゅっとプルタブが小こ気き味みいい音をたてる。


    「そ……、注そそぐよ……？」


    　六つのうなずきが返ってくる。


    　無色透明の液体が、やはり透明なコップに注がれてゆく。


    　三五〇ミリリットルの缶を七等分だから、一口程度の量となる。しかしこの無色透明の液体には、ひょっとしたら、１ＵＰする異能的で魔ま力りよく的てきなパワーがあるのかもしれなくて……。


    　緊張と期待と、そして厨ちゆう二に的てき熱ねつ狂きようとが、その場ばを支配する。


    「の……、飲むよ？　み……、みんなで一緒だよ？」


    　霞が問う。六つのうなずきが返ってくる。


    　皆はグラスに口を付け、一息に飲み干ほした。


    「しゅわしゅわしますわ……」


    　お嬢じよう様さま育ちの聖羅が、頬ほおを押さえてそう言った。初めての炭たん酸さん飲料にそんな感想を洩もらす。


    『ライムとレモンの味だねー。おいしいねー』


    「な……、なんか変わった気とか……するひと？」


    「よ、よしっ!?　ためしてみるっ!?　だれか俺おれの命を一個へらしてみろーッ!?」


    「やめなさい」


    　霞のちょっぷがケンケンのおでこにヒットした。


    　７ＵＰは異能的魔力は持っていなかったが──。この炭酸飲料はＧグツＪジヨ部ぶ公認飲料となった。
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    女の子の大事なもの


    



    「ぜってーだな！　ぜってーだな!?」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　いつもの二人のやりとりが部室に響ひびき渡る。


    「ああそうよ！　ぜってーよ！　ぜってーに決まっているじゃない！」


    　ちなみにこれはケンカではなくてコミュニケーション。姉きよう弟だい的なほう。ＧグツＪジヨ部ぶにおいてはべつにめずらしくもない光こう景けい。週に一、二回は、かならず繰くり返されている年ねん中じゆう行ぎよう事じ。


    　最近になってＧＪ部のメンバーに加くわわった近所の童どう女じよも、驚おどろいたり泣いたりせずに、ニコニコと微ほほ笑えみを絶やさず二人を見守っている。彼女の場合には〝あそび〟の一種だと思っているに違いないのだろうが──。


    「ぜってーだなー!?」


    「だーから！　ぜってーだって言ってるでしょーっ!?」


    「いのちかけるかー？」


    「おう！　かけてやろーじゃない！」


    　ちなみに本日の二人の議題は、いつもの通りにどーでもいいような内容。あまりにどーでもいいことなので、みんなまともに聞いてさえいない。


    　ちなみに最近三回の言い争いの議題は、「一いち文もん字じ先生のジャージは一週間以上洗っていないかどうか」とか、「永えい遠えんの二十九歳を自称する柏かしわ木ぎ校長の本当の年齢は四十を超こえているか否いなか」とか、「理科室の骨こつ格かく標ひよう本ほんが夜出歩いているか否か」とか。今日の話題もだいたいそんなところである。


    「言ったなー!?　いのちかけるんだなー!?　ほんとだなー!?　ほんとだなー!?」


    「霞かすみさん。ケンケンにつきあっていると小学生がうつりますわよ」


    　見かねて聖せい羅らが忠ちゆう告こくする。レースのハンカチを取りだして、机つくえのうえに落ちた二人の唾つばを拭ぬぐいにかかる。


    「そっちこそ命かけるんでしょうねー!?」


    「ばーか。きょうは言いだしたのはおめーだろー!?　しょーめーせきにんっつーんだぞー！」


    「むずかしい言葉つかうなー!!　ケンケンのくせにー!!」


    「霞さん──」


    「セラちん！　止とめてくれるな！　女がすたる！」


    「……ふうっ。それでは命ではなくて女の子の大事なものでも賭かけてみられては？」


    　せっかくの忠告をぶった切られて、聖羅もついにさじを投げる。


    「それだー！　あたしそれ賭けるから！　ケンケンあんた負けたら命だよー!?」


    「いいぜー!?　いいぜー!?　やってやるゼー!?」


    『やめておいたほうがいいよ。霞かすみちゃん』


    　霞の賭かけてしまった〝モノ〟を聞きつけて、ジルも忠ちゆう告こくに入る。


    「いったいなんなんですか。今日の議題は？」


    　ジンジンもこのあたりで、本に栞しおりを挟はさんで話題に参さん入にゆうしてくる。


    「さっきから言ってるでしょ。ケンケンがあるって言うのよ。ギザギザのついてる十円玉が」


    「ギザ十じゆうってゆーんだぞ!!　俺おれみたことあるもんねー!!　むかし持ってたもんねー」


    「あるわけないでしょ！　そんなへんな十円玉ーっ！　だってあたし見たことないもん！　十円玉なんてみんなおんなじに決まってるでしょー！」


    「ああ。そういえばありますね」


    「へ？」


    「どうなんですの？　小こ森もり？」


    「昔はよく見ましたね。最近はほとんど見かけませんが」


    　ジンジンと小森さんとに、立て続けに肯こう定ていされて、霞の信しん念ねんはぐらぐらと揺ゆれ動いた。


    「ええっ？」


    　携けい帯たいを取りだすと、慌あわててピポパポパポパ、とダイヤル。


    　電話を繋つなげた先は──知りあいのなかで一番の物知りの紫し音おんさん。


    　会話のやりとりがあったあと──やがて電話を切った霞は、がくりとうなだれた。


    「ほんと……だったって。まーちゃん持ってるって。宝物にしてるって」


    「勝ぁちぃぃぃィィィ!!」


    　ケンケンの勝かち鬨どきがあがる。


    「さー!!　やくそくだぞー!!　わーたーせー！　わーたーせー！」


    「や、やだっ」


    「やだじゃねーよバーカ！　ほら渡せよ〝おんなのこのだいじなもの〟ってゆーやつ！」


    　ケンケンが手を突きだして、霞に迫せまる。


    　霞は顎あご先さきをふるふると震わせて、壁かべ際ぎわまで後こう退たいしていった。


    「大事なものって、なんだよメダルか？　いまもうそれ古いからなー。いらねーからなー。スイッチだっていらねーぞー。ほら！　リングだせよリング」


    「は？　リング？　スイッチ？　メダル？　──なにそれ？」


    　腕うでを引き寄せて胸むな元もとを守るようにしていた霞は、ケンケンの言葉にきょとんとしている。


    「ボケてんじゃねーよ。女の子の大事なもん、くれるっていったろ。だからリングだせよ。ウィザードリング！　ランドドラゴン！　ランドドラゴン！」


    「それは男の子の大事なものだろおぉぉ──ッ!!」


    　霞の必ひつ殺さつアッパーカットが炸さく裂れつした。ケンケンは星になった。
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    師匠のはなし


    



    「人類史において湯をふんだんに使うことができるのはごく最近のことでして──。しかも一部の先進国においてだけの特殊なケースです。先進国以外の発展途と上じよう国こくに行くまでもなく、数百年を遡さかのぼるまでもなく、ほんの数十年遡っただけで、バスタブになみなみと湯を満たす生活は、王おう侯こう貴き族ぞくだけの贅ぜい沢たくであったそうです。まあ王侯貴族という存在は、自分たちが当然として享きよう受じゆしている〝それ〟が贅沢であると気づいていないからこその貴族なんですけどね。その意味では、現代に生きる我われ々われはある種しゆ〝貴族〟であるといえます。家に帰ったらお風ふ呂ろがあり毎日入れる。その生活をあたりまえで当然と考え、なんの疑問も持つことなく暮らしているわけですから」


    「おー……」


    　ジンジンの言葉が一いち段だん落らくすると、皆から感かん嘆たんの声があがった。


    　いつものクール顔に、ジンジンはほんのちょっとの照れを浮かべた。てへぺろと、一瞬だけ、舌したをみせる。


    「すべて師し匠しようの受け売りですけど」


    　元々はなんの話だったのかといえば、霞かすみが「あたしお風呂すきー。人生このときのために生きてるって感じよねー」と口にしたことがきっかけだった。


    「──ところでそれはそれとして。霞さんの元の台詞せりふ。わたくし、ゲームで聞いたのですけど」


    「そなの？」


    「どこかの街のオジサンがそのようなこと言っておりましてよ。会うたびに『人生○○のときのためにあるようなもんですよ！』の『○○』のところが毎回変わるのですけど」


    「あたし。クラスのアニメハカセからだよ。なんか。あたしたちの生まれる前のアニメらしーよ。古典の基本で、観てないとモグリってゆー、ハカセが唾つば飛ばして力りき説せつするアニメのおねーさんの台詞なんだってさー」


    「ミームの発生源を特定するのは困こん難なんを伴ともないますよ。どちらが古くて初しよ出しゆつであるのかを確認できたとしても、そもそもその該がい当とうクリエイターが原げん典てんを知らなかったりすることもありますし。同時発生的なことも多いようですし。ああ──〝ミーム〟というのはいうまでもなく情報遺い伝でん子しのことですけど」


    「うっわ。またなんかムズカシーこと言ったっ!?」


    　ジンジンは、ふふっと薄うすく笑って、眼鏡めがねのブリッジを高たか々だかと押し上げた。


    　そんなジンジンに、聖せい羅らが軽く感嘆の目を向ける。


    「〝僕のターンなんですけど〟──と。半泣きになって話題を戻してくれとアピールしてくると思いましたのに。期待しておりましたのに。ジンジンもだんだん逞たくましくなってきましたわね」


    「それも師し匠しようのおかげですね。そっち方面でも鍛きたえられてますから。よくからかわれます」


    「師匠って紫し音おんさんのこと？」


    「僕の人生において師匠と呼べる人間はおそらく一人だけです」


    「うっわ。またなんかカッコいーこと言ったっ!?」


    「こういうの。衒げん学がく的てきというらしいですわよ」


    「なんで紫音さんが師匠になってくれたの？」


    「え？」


    　霞かすみの台詞せりふにジンジンは一瞬言葉を詰つまらせる。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいが紹介してくれたんじゃないですか」


    「そだっけ？」


    「ほら──。部活動だからって。〝カワイイ生き物〟の二代目がどうとかで。〝初代カワイイ生き物〟の皇すめらぎ紫音さんに弟で子し入いりしてこいって。喫きつ茶さ店てんでセッティングされて。それで皇紫音さんに、はじめて会いまして──」


    「ぜんぜんカワイイ生き物化してないじゃん」


    『ねーねー。なんで〝皇紫音さん〟ってフルネームで呼んでるのー？　セラちゃんみたい』


    「ジンジン。ぜんぜんだめだよ。紫音さんの難むずかしいところばっか学んできて。カワイイところも。カッコいいところも、ぜんぜん学んできてないじゃん」


    「霞さん。本人はこの小難しいのカッコいいつもりでいるのですから。そこは言ってはイケナイところですのよ。壊こわれてしまいますわよ」


    　女の子三人からダメ出しを受けて、耐たい性せいのついてきたジンジンもさすがに涙目になってきた。


    「そんな……、名前で呼べるわけないじゃないですかぁ……。相手は大学生ですよ？　あと正しよう真しん正しよう銘めい、本物の天才なんですよ？　ふだんは〝師匠〟って呼んでますけど……。それだって僕。いっぱいいっぱいなんですからぁ……」


    「背伸びしなければ、ジンジン、かわいーのにねー、ほらこれ、こーゆーふーに」


    「背伸びをするのは殿との方がたの仕事みたいなものだと。以前。森もりが」


    『ジンジン君って、格かつ好こういいより、カワイイ目指したほうがいいと思うよ。そっちのが目があると思うよ』


    「だよねー」


    「ですわね」


    　女の子三人から同意を受ける。


    「こんど紫音さんのところ行ったら、チェスじゃなくて、カワイーを教えてくださいと言うこと！」


    「コロされちゃいますよ」


    　ジンジンは真ま顔がおでそう言った。
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    二代目和のスペース①


    



    「ＧグツＪジヨ部ぶの部室ってさー」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。霞かすみが唐とう突とつに声をあげる。


    「ここがどうかしましたか？」


    　最初に応おうじたのはジンジン。霞の話に最初に動くのは聖せい羅らかジンジンと決まっている。


    「あー。ここじゃなくて。あっちのほう。ＧＪ部高等部のほうね」


    「ああ。四しノの宮みや先せん輩ぱいのお兄さんが部長をされているんでしたっけ」


    「うんそう。そっちのＧＪ部の部室って、いいんだよー？　畳たたみがあってコタツもあるのー」


    「コタツはさすがにこの季節になると、どうなんでしょう？　うちは掘りごたつなんですけど。もうとっくに布ふ団とんなんて剥はいじゃっていますよ」


    　季節はもう五月。ＧゴールデンＷウイークも過ぎ去って、そろそろ衣ころも替がえの足音が聞こえ始めたころ。また夏服に戻るのかと思うと……待ち遠しかったり、名な残ごり惜おしかったりと、複雑な気持ちだ。


    「コタツはともかく。畳。畳っ。いいよねー」


    「そうなんですか？　よくわかりません。僕のうちはどの部屋もみんな畳ですから」


    「持ってるヤツの上から目め線せんきたよこれ」


    「え？　上からでしたか？　すいません。あらためます」


    「わたくしも。畳には憧あこがれますわね……。うちは洋室ばかりですので」


    「天あま使つか先輩のこれって上からにはならないんでしょうか？」


    『ジャパニーズ・タタミ。……憧れます』


    　皆がそれぞれ畳についての感かん慨がいをもらす。


    「あそぼ」


    　いつもの赤い絣かすりの女の子がやって来た。──というか、いま声を上げたというべきか。ドアも閉とじきった部屋のなかにいつの間にかいるのだった。そして第一声は常に「あそぼ」である。


    「うん。あそぼうねー。──であたしのとこなんだけど。一階の一部屋とお兄ちゃんのところが畳なんだけど……。寝っ転ころがれるんだよー？」


    「俺おれんとこは、パズーの部屋が畳だぞー」


    「楽だよねー。たのしーよねー。居い着ついちゃうよねー。だけどお兄ちゃん、お布団じゃなくてベッド置いてるんだよ。信じらんない」


    「ベッドでなければ、ベッドの下に色々しまうことができなくなるからだと……。以前。森もりが」


    「なにしまうの？」


    「し……四ノ宮先輩っ！　それよりも畳。畳のほうですよ」


    「そうだよねー。畳……。ほしいよねえ……。畳」


    　ジンジンの巧たくみな誘ゆう導どうにより、「男の子がベッドの下にしまうモノ」から、「畳たたみ」のほうへと話題が戻っていった。


    「……い、いくらくらいするんでしょうね？　畳って」


    「小こ森もり。畳の値段は？」


    「一般の相そう場ばはあまり存じませんが……。安いほうで表おもて替がえだけでも数千円から一万円はしますから、新品だと、床ゆかも合わせて、一畳につき数万円というところではないかと」


    　サスペンドしていても、そこは小森さん。聖せい羅らの問いに即そく座ざに答えてくる。


    「えーと。ここって何畳くらい？　十畳くらい？　もっとある？　じゃあ全部敷しいたら……。す！　数十万円っ!?　ムリムリぜったいムリ!!　お小遣い何年分も溜ためてもぜったいムリ！」


    　絶ぜつ句くしている霞かすみに、聖羅がきょとんとした顔を向ける。


    「数十万円って、それ、どのくらいの金額ですの？」


    「なに言ってんの。セラちゃん。数十万円だよ。すうーじゅーマンエン！」


    「わたくし。このあいだ霞さんに連れて行ってもらった駄だ菓が子し屋やさんで、お釣り五十マンエンいただきましたけど？　とってありますけど。それでは足りませんの？」


    「たりないよ！　てゆうかあれはジョークだから！　オバちゃんの昭和的ジョークには付き合ってあげるのは義ぎ務むだから！」


    「聖羅お嬢じよう様さまは、ふだん現金をお持ちになることがありませんので」


    　小森さんの説明で、皆も気づく。聖羅自身も、いま自分がネタを提供していると気づいた。


    「ジュースの自動販売機のどこにカードを差しこめばいいのか、だいぶ悩なやみましたわ。あちこちの隙すき間まで試してしまいましたわ。カードが入らないと聞いて、たいへん驚おどろきましたわ」


    　なにもかもクレジットカードで買っていた聖羅は、現金を使ったことがなく、いくらくらいの金額でなにが買えるかという金銭感覚が、まったく身に付いていないのだった。聖羅にとって〝品物〟というものは、カードを差しだせば引き渡してもらえるものである。


    　よって数十万円が大金だということが、まったくわからない。


    「……小森。わたくしのお小遣いって、幾らくらいなのかしら？」


    「お嬢様が必要とされるだけです」


    「それではたとえば、数十万円がいま必要だと言ったら？」


    「銀行の頭とう取どりに持じ参さんさせますが。──必要ですか？」


    「だめだめだめだめ。セラちゃん一人が払うとか、そーゆーの絶対ダメっ」


    「訊きいてみただけですわ」


    「うう～。畳～。畳～。どうにかして手に入らないかな～……？」


    　霞はテーブルに突っ伏ぷして、じたじたと暴あばれる。


    「あそぼ？」


    　畳問題で頭を悩ます皆のことを、童どう女じよは首を傾かたむけて見つめつづけていた。
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    二代目和のスペース②


    



    「うおおぉ！　なんじゃこりゃああぁぁ──っ！」


    　翌日の放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみの大声が外そとから響ひびく。


    　部室のなかにいた面めん々めんは、その大声を聞いて、揃そろって飛び出していった。


    「おいカスミ！　どうした！　なにがあった！」


    「What's happen!? Kasumi,You ok!?」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。どうしたんですか？」


    「霞さん？　どうされました？」


    「平気ですか。四ノ宮様」


    　表おもてに出ていった皆が、それぞれ声をかける。


    「平気。大丈夫。──ていうか！　これ見てこれっ!!」


    　ドアの外に立ち尽くす霞が、その震える指で指し示しているのは──。


    　うずたかく積み上げられた〝畳たたみ〟であった。古ぼけてはいるが、本物の畳だ。


    　平ひらたい畳も、十数枚も積み重なると、さすがに霞たちの肩かたぐらいの高さとなる。


    「なにこれ？　なんなの？　誰がやったの？　──誰かこれ？　持ってきた？」


    　霞は問いかけるが──皆は首を横に振って返すばかり。


    「俺おれが来たとき。こんなもんなかったぞー？」


    「わたくしが通った時にも、ありませんでしたけど……？　わたくしのあとに来ていたのって……ええと？」


    『わたしだけど……、なかったよ？』


    「ですわよねえ」


    　聖せい羅らはジルと二人で、ほっぺたに手をあてて小こ首くびを傾かしげる。


    「とにかく入れちまおうぜー」


    　ケンケンは畳の一枚を持ってすでに運びはじめている。


    「ちょ──！　勝手にやったらだめでしょ！　だめだよ！　ケンケン」


    「なんで？」


    「だって誰が持ってきたのかもわかんないし──」


    「誰かが俺たちにプレゼントしてくれたか、さもなきゃ捨すてていったかの、どちらかだろ？　プレゼントならもらっちまえばいーじゃん。捨ててったんだったら、やっぱ、もらっちまってもいーじゃん」


    「すごいケンケンが筋すじの通ったコト言った！」


    「おまえ絶対俺おれのこと馬鹿にしてるだろ」


    　ケンケンはさっさと部室の中に畳たたみを運んでいってしまう。


    　それを見習って、霞かすみも一枚を持とうとするが──。


    「うお！　重っ！」


    　持ちあげるなんてとても無理。積み重なっている一番上の一枚をずらすのが精せい一いつ杯ぱい。


    「ああ女性はいいですよ。僕ら男だん子しで運びますから」


    　二枚目をジンジンが持ってゆく。ひょろっと細い体をしているにもかかわらず、そこはやっぱり男の子。霞がリタイアした一枚を軽々と持っていってしまう。


    　霞は、ほへー、と感心しながら見守った。


    「あージルちゃん。男子がやってくれるからいいって──うおっ」


    　ジルが一枚といわず二枚といわず三枚といわず四枚くらい一気に持ってゆく。


    　聖せい羅らなど、はじめからチャレンジさえしていない。


    　小こ森もりさんも見学する側がわだ。自分の手を握にぎったり開ひらいたりしつつ、この体では力仕事は無理ですね、とか謎なぞなことをつぶやいている。


    「ジルちゃん男子に分類されちゃってるよ」


    「Wow, I'm boy? Huun.」


    　畳を運んでいる最さい中ちゆうなので、ホワイトボードはお休みだ。


    「毎日道どう場じようで何十枚も上あげ下さげしてますからね。畳を運ぶのには慣れてます」


    「おい仁じん！　どっちがたくさん運ぶか競争だぜー！」


    「健けん太た。君はまずジル先せん輩ぱいと競争したほうがいいと思うよ」


    　ほどなくして畳がすべて運ばれた。


    　畳の数はぜんぶで十二枚ほどだった。その枚数は計はかったかのように部屋の広さとぴったりだった。


    「おーっ!!　和のスペース！　完成ーっ!!」


    　隙すき間まなく畳が敷しき詰つめられた部屋の中央で、皆でなんとなくＶサイン。


    「だけど誰が持ってきてくれたんだろ？」


    　Ｖサインを終えて、霞が腕うで組ぐみをしたまま、首を傾かしげる。


    「あそぼ！」


    　声に顔を向けると──畳の上に女の子がちょこんと正座していた。畳に和服がよく似合う。


    　やっぱりというか、いつものように不ふ可か思し議ぎな出現の仕方だ。ドアは閉しまっていて開かい閉へいされた気け配はいもないのに、なんでか、そこにいる。


    　しかしそれも毎度のこと。霞たちは慣れきってしまって、もう違い和わ感かんも覚おぼえない。


    「ああうん。遊ぼうねー！」


    　霞の返事に、女の子は、にんまりと笑いを浮かべた。
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    人生このときのためにあるベスト１


    



    「人生このときのためにあるようなもの！　自分的ベスト１～～っ！　どんどんぱふぱふー♪」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　突然、霞かすみが立ちあがったかと思うと、天に向かってそう吠ほえた。「♪」付きで、どんどんぱふぱふー、とか自分の口で言った。言っちゃった。


    「霞さん。なんですのそれは？」


    　いち早く付き合ったのは、やっぱり霞の親友であるところの聖せい羅らである。


    「セラちゃんも言ってたじゃない。なんかのゲームで『人生○○のときのためにあるようなもんですよー！』っていうオジサンがいるとかいないとか」


    「ああ。あれですの」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいはなんでしたっけ？　お風ふ呂ろでしたっけ？」


    「いやっ！　それは……、よく考えてみたらぁ……、恥はずかしいからっ。チェンジでっ！」


    「恥ずかしいんですか？　なぜですか？」


    「ジンジンそれデリカシーないよ。ジンジン失しつ格かくだよ」


    「はぁ……。よくわかりませんがわかりました。それでは僕はですね。スマホをいじっているとき──と、皆に期待される答えをしておきます」


    「なんかいろいろ可愛かわいくないよっ！」


    「その予防線ヘタレ芸。正直。飽あきましたわね」


    『ジンジン君。ローテーション無視しちゃったらいけないよー』


    「いや芸のつもりはないんですけど……。皆でダメ出しですか。そんないけませんでしたか」


    「うん。そっちの半ベソ芸は、いつ見てもいいものだねっ！　それなら何回やってもいーよ！」


    「おい。なに仁じんのことイジメてんだよ？　そのくらいにしておけよ。俺おれ。怒おこるぞ？」


    「うわー。ケンケンが怒ったー」


    『ナイトさんだよねー。ケンケンって』


    「ケンケンの『人生○○のときのためにある』は、ジンジンを守っているときかしらね」


    「俺は女と仁には優やさしーんだ」


    「ジンジンすっかり女じよ子し扱いになってるよ。どうしようどうする？」


    「いえもういいんですけど……。ではローテーションに立ち返りまして。四ノ宮先輩の新○○はなんでしょう？」


    「そ、それは……」


    　質問をされると、霞は急に言葉を詰つまらせた。


    「お風呂……じゃなくて、出たあとのほうで……、お兄ちゃんに……、髪を……」


    「お風ふ呂ろのときじゃなくて、出たあとですか。はい。それで、髪を……？」


    「髪を……、ブラシで……、日課で……、とかしてもらうのが──って!?　いいの！　秘密なの！　聞くんじゃない！　恥はずかしいでしょ！　ジンジン、ハウスっ！」


    　ジンジンはハウスした。恥ずかしいから別のにチェンジ──と言ってきたのは霞かすみであるが、そのへんを突っ込んでみようとかいう考えは、姉的と妹的と叔お母ば的存在に囲かこまれて育ち、当年とって十四歳まで生き延のびてこられたジンジンにとっては、まったく浮かばない。


    　ちなみに「ハウス」というのは犬を小屋に向かわせるときに与える命令である。


    「じゃあはい。つぎ。セラちゃん」


    「ゲームをしているとき。──とか言うと、皆でよってたかって、〝残念〟とか言われてしまうのでしょうね」


    「天あま使つか先せん輩ぱいだって予防線張ってるじゃないですか」


    「ではジンジンをイジっているときにしておきましょう。ああ……人生、本当にこのときのためにあるようなものですわ～。さあジンジン。今日もいい声で鳴ないてくださる？」


    「ひいぃ」


    『わたしは……そうだなぁ。なにかを〝だっこ〟しているとき？』


    「なにかって、なーに？」


    『なんでもいいよー。赤ちゃんとか。ウサちゃんとか。すべすべ手ざわりのぬいぐるみとか。……あと姉さんだとか』


    「姉さん？　ジルちゃんのお姉さんって綺き羅ら々らさんのことだよね？　大きいよね？　ジルちゃんがだっこされるんじゃなくて……、だっこ、する側がわなの？」


    　霞がもっともな質問をする。ジルはこくこくと首を縦たてに振って返す。


    　そういえばジルは見かけによらず〝ぱわふりゃー〟なのだった。なんか納なつ得とく。


    「俺おれ俺俺。つぎ俺の番。いいかー？」


    「ケンケンの番はさっきあったじゃん」


    「ひでえ。また俺の番とばされたー。みそっかす。いくないんだぞー」


    　くすくすと笑う声が聞こえてきて──霞はケンケンと二人で顔をあげた。


    「お茶です」


    　小こ森もりさんが皆に紅茶を注ついで回る。ティーカップからふわっといい香りが咲さくように広がる。


    「あれ？　こもりん？　──あれ？　いま笑っていたのって……だれ？」


    　霞は声の主を探さがしたが、その方向には小森さんしかいない。童どう女じよも別のところにいる。


    「私の番はありますか？」


    「え？　ああ……。人生○○のとき、のこと？　──あるよー。どうぞー」


    　いつもサスペンドしている小森さんが、めずらしく自己主張。霞はもちろんうなずいた。


    「そうですね。──皆さまにお茶を振る舞うときのために、人生、あるようなものですね」
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    コーヒーりべんじ


    



    「今日はコーヒーの日にいたしましょうか」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　聖せい羅らが吹きこんでくる春の風を髪に受けながら、なんとはなしに、そうつぶやいた。


    「承しよう知ちしました」


    　小こ森もりさんがサスペンドから戻ってきて、すぐに返事をする。


    　ふだんは紅茶がデフォルトだが、小森さん専用ワゴンには本格コーヒーのための装備も備そなわっている。ロースト済ずみのコーヒー豆。手回しでごりごりやって豆を挽ひくための機械。フィルターはスーパーによく置いてある紙とかじゃなくて見たこともない布ぬの製せいのやつ。


    　すべてが本式だ。そして一番本格的なのが小森さん。


    　ロッカーの開ひらいた戸をついたてがわりにして、ささっと着替え終わったその服装は、ぴしっとしたスーツ姿。制服のスカート姿から、スーツになってパンツルックとなると、雰ふん囲い気きがだいぶ硬こう質しつに変化する。


    「こもりん。カッコいー！　なんかコーヒー店の店員さんみたーい！」


    「皇すめらぎ家の三番目のお兄様に弟子入りしてまいりまして。腕うでをあげてまいりました。免めん許きよ皆かい伝でんも頂いただいてまいりました」


    「あたしミルクとお砂さ糖とう。いっぱいでよろしくー」


    「俺おれ俺俺。砂糖八杯なー。ワイルドにたのむー」


    『わたしお湯割りで。アメリカンでお願いします』


    　皆がそれぞれ好みを告つげる。聖羅一人だけがなにも言わない。小森さんに対して聖羅は好みを告げる必要がない。


    「ジンジンはお砂糖ミルク入りでいいんだよね」


    　霞かすみが気を利きかしてジンジンにそう訊きいた。


    　あれは去年の冬のこと。ジンジンが見み栄えを張ってブラックコーヒーが飲めるとフカシをこいた。大事故をやらかした。土ど下げ座ざをこいて謝あやまるはめになった。見栄を張るなんてジンジンも男の子なんだなーと、皆が思った一件だった。だから霞は今回は気を利かせてあげたのだが──。


    「ふっ」


    　口を笑いの形にして、ジンジンが息を吐はく。


    「──男だん子し三日会わざれば刮かつ目もくして見よ、と云いいます」


    「毎日会ってるじゃん」


    「そ……、そうかもしれませんが。これはつまり。鍛たん練れんしている者は、しばらく見ないうちに見違えるようになっているという諺ことわざで──」


    「コーヒー、ブラックで飲めるようになったんだ？」


    　霞かすみの言葉に、ジンジンは眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげた。


    「完全に克こく服ふくしたわけではありませんがね。ティーカップで一杯までという限定条件付きはありますが、もはやあの苦にがさは僕にとって脅きよう威いでもなんでもありません。一日ごとに僕は進化しているんです。今日の僕は昨日きのうの僕とは違う存在です。それまで越えられなかった〝壁かべ〟を、日々、越えてゆくのが。そう──。僕。周す防おう仁じんという男なのです」


    「ジンジンが〝男〟とか言ったよ？　いま言っちゃったよ？　ねえセラちん聞いてた？」


    「いま最高に気持ちよく〝男〟を語っているところなのですから。邪じや魔ましないでおいてあげるのが情なさけというものですわよ」


    「じゃあジンジン。飲んでみようか。──こもりん。ジンジンのは、じゃあブラックでー！」


    「承しよう知ちしました。──小こ森もりです」


    　お湯が沸わいて、ごおりごおりと小森さんがハンドルを回して豆を挽ひいて、そして見事な手さばきでくるくるとお湯を注そそいでいって、ぽたぽたとコーヒーがドリップされて溜たまってゆく。紅茶を淹いれるのとはだいぶ違うその作業に、皆で見入ること数分──。


    　コーヒーができあがった。


    「どうぞ。ブラックコーヒーです」


    　ジンジンの前に褐かつ色しよくの液体を満たしたカップが置かれる。


    「うおー。ブラックだー。すごい～。苦そう～」


    　霞がこわごわと覗のぞきこんでいる。


    「ほんとに飲めるの？　ジンジン？　ほんとにほんと？　土ど下げ座ざするならいまのうちだよ？」


    「鍛たん練れんの成果をお目にかけますよ」


    　ジンジンは不ふ敵てきな顔でそう言って、カップを構かまえた。口をつけ、そして一気に傾かたむける。


    　んごっ。んごっ。んごっ。


    「熱くないの？　ジンジン？」


    「ぬるめに淹れさせていただきました」


    「なるほどー」


    　カップはみるみる傾いてゆく。そしてついにジンジンはブラックコーヒーを飲み干ほした。


    「ぷはぁ──っ！　どうですかほらぁ！」


    　手の甲こうで口元を拭って、気勢を上げるジンジンの目の前に、カップがもう一つ差しだされる。


    「はい。おかわりね」


    「えっ？　いえあの──。僕はいま壁をひとつ越えてみたところでして、もうこれ以上は……」


    「はいはい。進化してみよーっ！　はいジンジン。もひとつ壁を越えてみようねーっ！」


    「すいませんでしたーっ！　一杯でカンベンしてくださあぁぁ～～い！」


    　広々としたプレハブ小屋に、ジンジンの悲ひ鳴めいがこだました。
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    素数理論


    



    「素そ数すうと公こう約やく数すうというのは現代のインターネットの暗号通信の基本になっているんですよ」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　スマホ番長・周す防おう仁じんの「よくわかる現代コンピュータ解説」が、もりもりと行おこなわれている。お菓か子しと紅茶を手元に、ふんふんと相づちだけ適当に打っていた女じよ子したちのうちで、霞かすみだけが、数字に関わるキーワードに顔をもちあげた。


    「素数……って、なんだったっけ？」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。数学得意じゃないですか。計算得意じゃないですか」


    　霞は小こ首くびを傾かしげる。


    「……？　数字、すきだよ？　色が全部ちがってて、きれーだよねー」


    「はい？」


    　こんどはジンジンが小首を傾げる番だった。なに言っているのか。ぜんぜんわからない。


    「ええと……。素数というのはですね。割ることのできない数のことです。１と自分自身以外に、割り切れる数を持たない自然数のことです」


    「あー。あれねー。ジンジンにしてはめずらしく、わかりやすいねー。褒ほめてつかわす。てことは。素数って。あれかー。色の違う数のことねー。ふむ。なるほどなるほどー」


    「ですからなんの話をしていますか？　また数字の色とかの話ですか？」


    「だからあれなんでしょ？　ほかと違う色の数のことでしょ？」


    「ですから。言ってる意味がわからないのですが……。素数というのは……。たとえばこういうふうに自然数の並びがあったとしますよね」


    　ジンジンはそこらにあった紙とペンを引き寄せて、一、二、三、四……と、数字を順番に書いていった。二〇あたりまで書いたところで──。


    「だから。これとこれとこれでしょ。素数って」


    　霞が横からマーカーを突き出して、数字のいくつかに、どんどん○を付けていってしまう。


    　二、三、五、七、一一、一三、一七、一九。──それらだけに、○が付けられる。


    「ええまあ。そうです。それが素数です。こうして二桁けたくらいまでなら暗算でもできますけど。僕だってできますけど。先ほどの話に戻りますが、コンピュータの暗号の基き礎そになってるのがこの素数でして。もっと桁数が大きくなってくると、それが素数かどうかは、すぐにはわからないものなんですよ。最適化アルゴリズムを組んだスーパーコンピュータで計算させても、何千時間もかかったりとか。たとえばこんなふうな桁数ですと──」


    　と、ジンジンはスマートフォンで手早く検索して、三〇桁くらいあるものすごく大きな数を、二組ほど、つらつらと書き連つらねた。


    「この二つのどっちが素そ数すうかなんて、すぐにはわからないですよね」


    「こっち素数」


    　と、霞かすみはノータイムで片方に○をつけた。ジンジンは慌あわててスマートフォンを確認する。


    「えっ……と。合ってます……ね。じゃ、じゃあ……これは？　これなどは、どうでしょう？」


    　ジンジンはこんどはもっと大きな桁けた数すうの数を持ち出してきた。前のは三〇桁だが、こんどのものは一〇〇桁くらいある。数字がずらずらと何行にもわたって紙の上に書き連つらねられる。しかも二組。合計二〇〇個もの数字を書き終わったジンジンは、手をぷるぷると振って休ませた。


    「さあ四しノの宮みや先せん輩ぱい──どっちが素数かわかりますか？」


    「両方ともちがうよ。色がふつーだよ」


    　霞はこんども即答で返す。


    「引っかけだったんですが……。引っかからないですね。……ではこれはどうでしょう？」


    　こんど書いたのは、やはり一〇〇桁くらいはある数。


    「それ素数だよね」


    「いいえ。僕は信じません」


    　ジンジンは、手のひらを前に突き出して、拒きよ絶ぜつした。


    「これまでのやりとりからすれば、質問の出しかたから正解がわかってしまうという可能性があります。科学にはそうした誤ご謬びゆうの黒くろ歴れき史しがあるんです。インチキ霊れい能のう師しやインチキ手て品じな師しに引っかかって騙だまされて、超ちよう常じよう現げん象しようと認定してしまうという過あやまちが……」


    「落ち着きなさいな。ジンジン」


    　聖せい羅らが割って入る。ティーカップを傾かたむけながら、ジンジンをたしなめにかかる。


    「手品ならタネがあって当然なのでは？　べつにインチキでもないのでは？　マジックだと言っているのにインチキだ！　──とか糾きゆう弾だんするのって、ひどく無ぶ粋すいですわよ」


    「タマにゃん手品すごいよねー。出したり消したりするよねー。あれぜったい超能力だよねー」


    「ええはい。わかりました。手品を超能力と言い張る詐さ欺ぎ師し──はい。これでいいんですよね」


    「男の子ってなんかへんなとここだわるよね。あたしたちべつにどーでもいいのにそこんとこ」


    「大事なところらしいですわよ。尊そん重ちようしてあげないと」


    　ジンジンはヘコんだ。色々な意味でヘコみまくった。


    「べつに信じてくれなくてもいいけど。だいたいジンジン騙してあたしになんの得とくがあるの？」


    「大ありですわね。このカワイイ生き物め！　って愛めでられますわよ？」


    「そっかー。そうだねー！」


    「ちょっと待っててくださいよ……。いま他ほかの素数を探さがしているんですから。完全に検証可能な条件を考えているんですから──」


    「ジンジン必死になっちゃってるー。カワイー」


    　きょうのＧグツＪジヨ部ぶの部活動は〝素数理論〟だった。そして真しん偽ぎの決着は、結局つかなかった。
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    究極の二択


    



    「第一回・究きゆう極きよくの二に択たく！　選手権～っ！　どんどんぱふぱふー♪」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　突然、霞かすみが立ちあがったかと思うと、天に向かってそう吠ほえた。どんどんぱふぱふと口でにぎやかしをやっている。


    　あーはいはい、と皆はなま温あたたかい顔。


    　聖せい羅らとジンジンと二人で視線で譲ゆずり合って、今日はジンジンのほうが口を開ひらく。


    「その究極の二択というものに非常に興味がありますね。ぜひ説明していただけますか。四しノの宮みや先せん輩ぱい」


    　まさに完かん璧ぺきな応対。フェミニストもしくはオートスケコマシの手本となるべき物もの腰ごしをジンジンは発はつ揮きする。


    「うん！　あのね！　あのねーっ！」


    　最高に気分よく、霞は説明をはじめる。


    「まーちゃん曰のたまわく！　ミカンの白いところはッ──！　取りますかどうですかっ!?」


    「ミカンの白いところですか？　ああ……。なんか筋すじみたいな糸みたいなの。ありますね。気にしたこともないですが」


    「そういえば姉ねえさま。ミカン。苦にが手てでしたわね。冷れい凍とうミカンだと克こく服ふくできたのですけど」


    　天あま使つか家長女・天使真ま央おのことを、霞は〝まーちゃん〟と呼んでいる。天使家の末すえっ子で、年下の小学五年生であると、いまだに勘違いしたままでいる。聖羅は〝姉さま〟と呼んでしまっているが、これは〝愛称〟だということになっているので、まったくなんにも問題はない。


    「ジンジンは取らない派はね？　じゃあ取る人！　取る人はいないかーっ！」


    　霞は皆の顔を見回した。しかし誰も手を挙あげる者はない。


    「二択になっていませんよ？」


    　ジンジンの突っ込みに、うっと怯ひるんだ霞は、ずびしと聖羅を指名した。


    「じゃあ次！　セラちゃん！　まかせたっ！」


    「任まかされましたわ。──では。姉さまつながりで、明めん太たい子この皮はどうかしら？　あの皮は食べられます？　食べられません？」


    「かっ──皮ですかっ。あ、あの薄うすい皮ですよねっ。も、もちろん食べられるに決まっているじゃないですか。あははははっ」


    「姉さまスプーンで赤い卵のつぶつぶをぜんぶ外はずされているんですの。専用スプーンもうちにはありますのよ。──ねえ小こ森もり」


    「はい。ウサちゃんスプーンです」


    「なーなー。メンタイコって……。あの辛かれれえやつ？　俺おれあれにがてー。タラコのがいーぜー」


    『ジャパニーズ、ハカタ、メンタイ？　……あれ美お味いしいねー。まえオミヤゲでもらったー』


    「じゃあ皮はずしてちまちまやるのは、ジンジン一人ってことで」


    「ちょ──！　僕は食べられるって言ったじゃないですか」


    「はいつぎ。ジルちゃん」


    『わたし、日本に来たとき、最初、おにぎりの海の苔りを外はずして食べてたんだー。ラッピングかと思ってたー』


    「ジル。おめー。カワイイやつだな。──ってうわ！　痛いてえ痛え！」


    　ケンケンが騒さわぐ。お尻しりをぎゅーっとつねられた声だ。


    『それでね。桜さくら餅もちって、あるよねー？　ピンク色の綺き麗れいな和わ菓が子し。あれの葉はっぱって──ラッピングなの？　外して食べるの？　それともそのまま食べちゃうものなの？』


    「外すよ。ジルちゃん」


    「いえ。あれは確かそのまま食べてもいいはずですよ。桜の葉の塩しお漬づけで美味しいですよ」


    「いいでしょー！　外したってー！」


    「いえまあ究きゆう極きよくの二に択たくなのですから。票ひようが割われてもいいんじゃないでしょうか。てゆうか。割れてくれないと究極の二択にはならないのでは？」


    『じゃ柏かしわ餅もちの葉っぱも食べちゃっていいんだー。よかったー』


    「いやそれは外そうよ」


    「そうですよ。食べられませんよ。だって柏の葉っぱですよ？」


    『わからない……。どっちも葉っぱなのに……。日本文化って……、むずかしいね……』


    「あのう。ついでで質問なのですけど。ゆで卵の白しろ身みまで召めし上がる方はいらっしゃいます？」


    「いやそれは普通食べるよセラちゃん」


    「えっ？」


    　聖せい羅らは固かたまっている。黄き身みだけを食べる貴き族ぞくの食べかたをこれまで実じつ践せんしてきたらしい。


    「俺。シャケの皮あるじゃん。あれ苦にが手てー。パズーに奪うばっていってもらってるぞー」


    「ケンケンは苦手なものいっぱいあるよね。あとお姉さん甘すぎだよね」


    「僕は生なま卵たまごのカラザのところですか。あそこがだめで。兄さんに叱しかられますけど。でもだめで」


    「白いぐるぐるしたあれ？　あたしもだめー。鶏にわとりさんには悪いけど。なんかキモチわるーい」


    「真ま央お様が、えびふりゃぁの尻しつ尾ぽを食べてしまわれるのですが……。あれはよいのですか？」


    「こもりん。それは普通だよ。お父さんとお兄ちゃんの主食だよ。──てゆうか。えびふりゃーって……？」


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶは究極の二択研究会だった。聖羅が意外と貴族だったりケンケンが意外と偏へん食しよくだったり。小こ森もりさんが意外とラブリーな呼びかたをしてたり。各自の意外で変な食べかたが色々と披ひ露ろうされることになった。
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    顧問のセンセ


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　春の心ここ地ちよい風を招き入れるために、プレハブ小屋の部室のドアや窓まどは、どこも全開にされている。ぽかぽかと暖あたたかな春の風にさらされながら、皆は〝部活動〟に勤いそしんでいた。


    　つまり具体的にいうと、マンガ読んだり、紅茶飲んだり、お菓か子し食べたり、ガールズトークに花を咲さかせたり。最近は和のスペースが出来たので、ケンケンなんかは、畳たたみのうえに寝そべってマンガを読んでいたりする。


    「おー。畳かぁ～。いいなあ～。畳はぁ～」


    　のんびりとした声とともに、ぬうっと、大人おとなの体格を持つ影が、部室の中に踏ふみこんできた。


    「うわっ！　だれっ!?」


    　突然の闖ちん入にゆう者しやに──霞かすみがぎょっとした顔を向ける。


    「──って！　なんだぁ……」


    　すぐに相手の正体に気がついて、ほっとした顔になる。


    「なんだとは、ひどいなぁ～。先生の顔を忘れるなんて～、先生、悲しいぞう～」


    「誰ですの？」


    　聖せい羅らが問う。霞は警けい戒かいを解いたが、他ほかの皆はまだ顔が強こわばらせたままでいる。


    　よれたジャージを着ているその三十前の男性は、学校内でなかったら、たしかにちょっと怪あやしい人物に見えるかもしれない。糸みたいに細い目が、ニコニコと笑っているように見えるが、どこか隙すきのない印象もある。本当に笑っているのかどうかはまったく定さだかではない。


    「うちの担任。〝万年ジャージ先生〟って名前。サムいオヤジギャグとセクハラに注意。跳び箱飛ぶとき、お尻しり触さわってくるの、あれ絶対セクハラだよね」


    「四しノの宮みや～。それは名前と違うぞぉ～。あとあれは補ほ助じよっていうんだぞ～」


    「セラちゃんのとこ。体育うちと合同だもん。知ってるはずだよ？」


    「教師の顔なんていちいち覚おぼえておりませんわ。個体識別なんてしませんわ」


    「あっはっは。天あま使つかは手て厳きびしいなぁ。そういうの。ツンデレってゆーんだぞ～。ほ～ら。センセーよく知ってるだろ～？」


    「ほらこれがオヤジ臭しゆう」


    　霞の言葉に、ジルとケンケンが、くんくんすんすんと鼻を動かす。


    『しないよ？』


    「いやそっちのニオイじゃなくてね。──てゆうか。なんで来たのセンセー？　呼んでないのに来たら迷めい惑わくだよ。だから女じよ子しに人気ないんだよ。あと毎日きちんとジャージ洗せん濯たくしようね」


    「四ノ宮も手厳しいなぁ～。顧こ問もんが部活の様よう子すを見に来ちゃいけないことは、ないと思うぞ～。あとジャージは毎日かえてるぞ～。先生。おなじの七枚持ってるから心配するな～」


    「顧こ問もん？　誰が？　なんで？　どうして？」


    「四しノの宮みやが頼みに来たから、先生、顧問になってやったんだぞ～。だからこの小屋も部室にできたんだぞ～。顧問がいないと、部室は持っちゃいけない決まりだからな～」


    「えっ……？　たしかにセンセーに、ここ、部室にしていいかって訊きいたけど……。えーっ!?」


    　霞かすみはびっくりしていた。驚おどろいている。


    『霞ちゃんらしいねー』


    「こんなセクハラ魔ま神じんじゃなくて、どうせならもっと素す敵てきな教師を顧問に選んでほしかったですわ。──うちの学校にそのような殿との方がたはいらっしゃいませんけど」


    「ところでＧグツＪジヨ部ぶって、なにをする部なんだ～？　先生。顧問として知っておかないとな～？」


    「ＧＪ部魂だましいを追つい究きゆうする部なんだよ」


    「そうか。大変だな～。まあ頑がん張ばれ～」


    「納なつ得とくしちゃいましたよ」


    　ジンジンが呆あきれた顔になっている。当然「ＧＪ部ってなに？」と訊かれると予想していた。


    「訂正いたしますわ。うちの顧問にふさわしい人材ですわ」


    　皆のひそひそ話もまったく気にせず、先生は部室の中を勝手に見て回っている。


    「お～。しかし懐なつかしいな～。先生も昔、ここで部活やってたんだぞ～」


    「聞いてないって」


    「いまの嫁よめさんとも、その部活で出会ってな～」


    「ますます聞いてないって。──てか!?　センセー奥さんいたの!?　絶対独身だと思ってた!!」


    「はっはっは。四ノ宮は手て厳きびしいなぁ～」


    「先生。お茶をどうぞ」


    「いいよこもりん。こんなのにお茶なんか出さなくて。雑ぞう巾きんの絞しぼり汁じるだしとけばいいんだよ」


    「ええ。これはどうも。恐きよう縮しゆくです。──いただきます」


    「うっわ！　なんか急にしゃべりかたがかわった!?　なんか爽さわやか系になってる！」


    「先生。父ふ兄けいにはきちんとできる男だぞ～」


    「誰が父兄なの。こもりん二年生だよ？　そのギャグさむいよ滑すべってるよ。面白くないよ」


    「そうです。父兄でなくて生徒です。──あと小こ森もりです」


    「お～。蛍ほたる。遊んでもらっていたのか～。よかったな～」


    　先生がなでくりなでくりとしているのは、赤い絣かすりの着物の女の子だった。先生の大きな手の下で、首をぐりんぐりんされながら、彼女は目を細めてうっとりとしている。


    「へー。その子。蛍ちゃんっていうんだー。先生の知り合い？　近所の子？」


    　今日のＧＪ部は顧問の襲しゆう撃げきを受けて大変迷めい惑わくであったが、ひとつよかったこともあった。


    　赤い絣の着物の女の子の名前が判明したことだ。彼女の名前は──〝蛍〟というらしい。
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    おひげ


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　聖せい羅らがさっきから自分の頬ほおをしきりに撫なでさすっている。いつまでも止とまらないその動きに、霞かすみはマンガ本から顔をあげた。


    「セラちゃん。どしたの？」


    「まだ痛いたいですわ」


    「どしたの。転ころんだの？　ずべーって？　それでほっぺた擦こすっちゃったとか？」


    「転んでもそうそうほっぺたは擦らないと思いますわ」


    「挙手」


    　霞がテーブルをぶっ叩たたくと、部室のあちこちで──手が一本も挙あがらない。


    「あたし少数派はだったよ」


    「そうではなくて。昨日きのう。親しん戚せきのおじさまがやっていらして。ぎゅーっとやられて、そのお髭ひげがチクチクしまして」


    　霞はなんだかわかったふうな顔になる。


    「あー……。こっちもう中学生なのに。あれ。やだよねー。わかってないよねー」


    「いえそうではなくて。おひげが……」


    「あー。そっち？　刺ささった？」


    「どちらかというと。下おろし金がねのようでしたわ」


    「あー。痛いよねアレ」


    「ええ。おじさま。手て加か減げんなしですから……」


    《分ぶん家けの小こ倅せがれが。身の程ほどというものをご存じないのかしら》


    「セラちゃん副ふく音おん声せいのギャップすごすぎるよ」


    「仕方ありませんわ。感想には個人差があるものですから」


    「聖羅様がお困こまりでしたら。出入り禁止にさせますが」


    　サスペンドから戻ってきて、突とつ如じよ、そう発言してきたのは小こ森もりさん。


    「わ」


    　霞はびっくりしていた。


    「小森さんって、聞こえる側がわだったんだー」


    　これまでどれだけ副音声が響ひびいても、小森さんはノーリアクションだったので、ジンジン同様に聞こえていない側なのかと思っていた。でも考えてみれば当然か。小森さんは聖羅が黒くても白くても何色であっても、まったく気にしないに違いないのだから。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。ですからその聞こえるとか聞こえないとか。いつもいったい何の話なんですか？　仲間はずれ。いくないですよ」


    「あはははー。ごめんねー。でも、こればっかりはねー」


    　聞こえないものは仕方がない。ミソッカスにしているわけではないが仕方がない。


    「なんで大人おとなの男の人って。おヒゲ生はえるんだろうね」


    「え？　その質問。僕にですか？」


    　ジンジンは右を見て左を見て、そして諦あきらめたような顔になった。


    「僕まだ生えてきていませんから。よくわかりませんよ。床とこ屋やさんに行ったときに顔かお剃ぞりをしてもらうくらいで……」


    「なんで大人の男の人って、おヒゲ攻こう撃げきしてくるの？」


    「ですから。まだ生えてないですし。あと大人でもないですから。なに考えて親しん戚せきの女じよ児じにおヒゲ攻撃するとかなんて、ぜんぜんわかりませんし。知りたくもないですよ」


    「男じゃん。あたしたちよか近いじゃん。もう何年かしたらジンジンも立派なオジサンだよ」


    「何年程度なら、僕はまだ十代な気がするんですけど」


    「十八くらいからオトナでオジサンだよね。お兄ちゃん高校卒業しちゃったよ。オジサンになっちゃったよ。どうしようどうする？」


    「その例で言うと、たとえば僕の師し匠しようである皇すめらぎ紫し音おんさんとかは女子大生かつ二年生かつ十九歳で、今年中に二は十た歳ちとなられるわけですが。〝オバサン〟扱いになってしまうんですか？」


    「男のコはね。男の子からオジサンになるの。女のコはね。女の子から女性になるの」


    「差別ですよ」


    「だからおヒゲ！　おヒゲの話だよ！　ジンジン脱線させないで！」


    　霞かすみはばしばしとテーブルをぶっ叩たたいた。


    「だからわかんないですって……。なあ健けん太た──。君はもう髭ひげ剃りとかしてるのかい？」


    　ジンジンに呼ばれて、ケンケンがうたた寝から目を覚さます。


    「んー？　朝。洗面台をデカいケツと争あらそってるとだなー。剃れーって、週に一回くらい？」


    「剃ってるのか!?」


    「剃られる」


    「ケンケン剃ってもらってるんだ。おねーさんに。この王おう侯こう貴き族ぞくめが」


    「だってこえーじゃん。カミソリとか。まちがったら血ぃ出ちゃうんだぜ？」


    「男の子って、なんでそんなに、血がコワいのかなー」


    「ですからね。小こ森もり。わたくしはべつにおヒゲのチクチクが嫌いやだと言っているわけではないんですのよ。ただちくちくして痛いたいわね、と、感想を述のべているだけで……」


    「出入り禁止の処分が重すぎるということでしたら、では、身の程ほどを思い知らせます」


    　あっちはあっちで、お髭攻撃をしてくる不ふ埒らちなオジサマの極きよつ刑けい回かい避ひ問題で、ずーっと揉もめ続けていた。うららかな風がＧグツＪジヨ部ぶの新部室を流れてゆく。今日もＧＪ部は平和だった。
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    耳そうじ


    



    「そういえば秋あき葉ばの街を歩いていると、よく、耳そうじ屋とか見かけますね」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　ジンジンが口を開ひらいて、そう言った。誰あての言葉というわけではなかったが、綿めん棒ぼうを手にした霞かすみが、自分の耳をほじほじしているときのことだったので、なんとなく霞が顔を向ける。


    「なにそれ？　してほしーとかいうアピール？」


    「ちょ──!?　僕はただ秋葉の街並みについての客観的事実を述のべていたまでで──」


    「わたくし。耳そうじはいつも森もりにやってもらっていますわ」


    『わたし。いつも姉さんの耳を掃そう除じしてます。日課です』


    「そうだ。あたしなんで自分でやってるんだろう。お兄ちゃん呼ぼう！　そうしよう！」


    「なぜ耳そうじ談だん義ぎが始まっているのでしょう。てゆうか。四しノの宮みや先せん輩ぱい。携けい帯たいはしまってください。耳がかゆいからって呼ばれていたら、全国二百万人のリアルお兄さんが涙目になります」


    「はじめたのジンジンだよ？　この話題」


    「パズーはうめえぞ。痛いたくねーんだぞ」


    「だから健けん太た。せっかく鎮ちん火かしたんだから再さい燃ねんさせないではくれまいか」


    「鎮火してないって。やろうよ。盛り上げようよ。その話題。ＧグツＪジヨ部ぶ的だよ」


    「アキバというその場所は、わたくしが知る限り、たしか……。スマホ番長やギークのたむろっている電気街でしたっけ？　俺おれより詳くわしいヤツに遭あいに行く──的な？」


    「それは遙はるか昔の話です。僕が小学生の頃には、すでにもう表おもて通りはオタク系ショップで占せん領りようされていましたね。歩道に何人もメイド服のお姉さんが立っていまして、ビラを配くばっているんです。メイド喫きつ茶さや、先ほど僕の言った、耳かき屋など、何店もありまして──」


    「ほら耳かきの話だ！　でてきた！　でてきたっ！」


    「そんな表通りのオタク街を横目に見つつ、僕は裏通りに直行するわけです。僕が用事のあるのは天あま使つか先輩が言われたようなスマホ番長やギーク御ご用よう達たしの濃こゆい電子関係のショップで──」


    「いま自分で〝スマホ番長〟とか言いやがりましたわ。ついに認めやがりましたわ」


    「それでどうなの？　耳かき。してほしいの？　してほしくないの？」


    「ご……、誤ご解かいのないように言っておきますが。これから僕が口にするのは〝一般論〟ですよ？　僕個人の見けん解かいとは無関係ですからね？　ま……、まあ一般的に言っても、男だん子し一生の夢なんじゃないでしょうか？　メイドさんくるりんと並んで、膝ひざ枕まくらで耳そうじというのは──」


    「いまさりげなくオプション盛ってきたよ？　〝膝枕〟もついてきたよっ!?」


    「聞いてくださいよ。僕は常に耳そうじをする側がわなんですよ。どうして姉的な存在は、弟的な存在を、自分の付ふ属ぞく物ぶつかなにかのように思っているのでしょうね」


    「あたしに言われても困こまるけど」


    「病やんでますわね。相当」


    「いえ。兄さんだったら……べつに耳そうじをすることは、なんでもないんですけど」


    「だから香こうばしい話題をあたしに振られても困るんだけど」


    「ええとつまり。このウザカワ小こ僧ぞうがぐだぐた言っているところをまとめてみますと──。いつも自分は耳そうじをさせられる側がわなので、一度くらいは、他人にやってもらいたい。いや。やってもらって然しかるべき。いや。やれ！　──的な感じということで、いいのかしら？」


    「ありがとうございます。ありがとうございます」


    「反論してこないよ。感謝してるよ。どうしよう？　あたしたち、女じよ子し力りよくを試ためされてるよ？」


    「面めん倒どうくさいですわね」


    『わたし。やってあげようか？　耳かきだれか持ってない？』


    「なになに？　なんなんだー？　なんか遊びか？　俺おれもまぜろよー」


    「引っこんでなさい。思春期以前の小僧には無理ですわ」


    「そうなんかー」


    　ケンケンはあっさりと引っこんだ。マンガ雑誌に戻って、カッケーとか叫さけぶ。


    「じゃあさ。これはあくまで〝たとえば〟の話なんだけどさー。ジンジン的には、誰にやってもらいたいわけ？」


    「ええと……。いちばん無ぶ難なんなところで……やはり小こ森もりさんでしょうか？」


    「辞じ退たいします。……これは部活動のようですので」


    　サスペンドしていた小森さんが、目を薄うすく開ひらいて返事だけ返してまたサスペンドに戻る。


    「だそうですー。残念っ♡」


    「部活動だったんですか。これ」


    「じゃあ次じ点てんでっ。──だれだれっ？」


    「まず天あま使つか先せん輩ぱいはないですよね。鼓こ膜まくを破やぶられそうです」


    「消しよう去きよ法ほうできましたわね。この小僧。まあ憎たらしい。──ええ同意しますけど」


    「四しノの宮みや先輩も奉ほう仕しするよりか、される側って感じですよね」


    「これ奉仕の話だったんだ」


    「メイド服とか絶対似合わなさそうですし」


    「じゃあ。消去法ってことで。残った人。ジルちゃん！　──やってあげてー」


    『はい。──おいで。ジンジン君』


    　和のスペースの畳たたみの上で、ジルがぴしっと正座をしている。どこかから見つけてきた耳かきを構かまえつつ、手て招まねきして、ジンジンを膝ひざの上に誘さそう。


    「たとえばの話じゃなかったんですか？」


    　抵てい抗こうしてみせるジンジンだったが、その抵抗も、そう長くは続かなかった。
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    友情の研究①


    



    「友情っていうのは天てん秤びんの釣り合いですよね」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　突然ジンジンが、ぽつりとそう言った。


    「いまなんか哲てつ学がく的てきなことをジンジンが言ったよ？　ねえセラちゃん。これどういう意味だと思う？」


    「考えても詮せん無ないことではないかしら。それよりも首根っこを引ひっ掴つかんで、がくがくぶるぶると頸けい骨こつの折れる寸前まで揺ゆさぶって、本人に問い質ただすのが簡単かつ確実と存じますけど」


    『ジンジン君みたいな男だん子しが、憂うれい顔をしていると、なんだか似合うよねー』


    　女じよ子しの三さん者しや三さん様ようの意見が出きったあとで、部長でありリーダーでもある霞かすみが、机つくえをばしばしとぶっ叩たたいて催さい促そくをする。


    「はい！　ジンジン！　説明するっ！」


    「これはあくまで僕の主観的なものではありますが……。友情というものは、天秤の両りよう側がわにのったおもりのようなものだと思うんですよ」


    「ふむふむ。して。そのココロは？」


    「両りよう者しやの釣り合いが取れていなくてはなりません。片方が重すぎてしまうと、傾かたむいてしまって、釣り合いは破は綻たんしてしまう……と」


    「ふむふむ。つまり友情が成立するためには、片方が重すぎたらアウト？」


    　霞は何度も頷うなずきながら、殊しゆ勝しような顔をして聞いている。


    「それはどちらのことを言っているのかしら？　具体的には、重たすぎる気持ちを寄せているのは、いったいどちらのほうなのかしら？」


    　聖せい羅らは小指の先を口にくわえて、うっとりとした顔で訊きいている。


    『男のコ同士の友情だねー。いいよねー』


    　ちなみにいま部室にいるのは、霞たち三人娘とジンジンのほかには、窓まど際ぎわでサスペンドしている小こ森もりさん。肝かん心じんのケンケンの姿はない。だからこそ踏ふみこんだ話をできるわけだが──。


    「どう思う。みんな？」


    「たしかにこれは深しん刻こくで深しん淵えんな話題ですわ」


    『すごいねジンジン君。自じ覚かくあったんだー』


    　なんの話をしているのか、三人娘には、わかりすぎるほどにわかっている。


    　ジンジンが言っているのは、つまり、ケンケンとの友情のことだった。霞たちが見るかぎり、ちょお～っとばかり友情から逸いつ脱だつしちゃっているような気がしないこともないが、本人が自じ己こ申しん告こくするように、それが〝友情〟であると仮定したとして──。ジンジンの寄せる友情が、ケンケン側がわからの友情に比べて重たすぎるのではなかろうか。バランスを欠かいているのではなかろうか。


    　ぶっちゃけ──。重たい男と思われないだろうか。嫌きらわれてしまわないだろうか。捨すてられてしまわないだろうか。


    　どこが友情やねん。──とかいう突っ込みはさておいて。


    「つまりジンジンは、自分の〝想い〟のほうが相手よりも大きいし重たいし、相手のことを考えている時間が、自分のほうが遙はるかに全然長いって、そう思ってたりするわけだー」


    「なにか色々とオプションがついてきちゃってますけど。ええ。まあ。そういう感じです」


    「いいねーっ。青春だねーっ。男の子だねーっ。香こうばしいねーっ」


    　霞かすみはジルと両手を取って、きゃっきゃっとやっている。乗り遅れた聖せい羅らが手を握にぎる相手がいなくて寂さびしそうにしていたら、小こ森もりさんがサスペンドから復帰してきて、やりましょうか、と手を差し伸べてきて、聖羅はぷいっと顔を背そむけた。


    「あのう。香ばしいって……、それはいったいどういう意味なんでしょう？」


    「考えるな。感じろ」


    「わけわかりませんよ」


    「けどねジンジン。キミはひとつ見落としをしているよ。ケンケンのキミに対する想いが、キミよりも小さいって、はじめからもう決めちゃってるようだけど。本当にそうなの？　絶対？」


    「僕は一度も健けん太たのことだなんて言ってはいませんが……。ええ。まあ。その自信はあります」


    「はっきり言ってあげる。キミはケンケンのことを舐なめてるね」


    「いえ。そうは言われますけど、でも僕は──」


    「キミのケンケンは、そんなちっちゃな男だったのかい？」


    「えっ？」


    「海よりも大きな愛を持っているヤツじゃなかったのかい？　キミの愛した──げふんげふん、憧あこがれた漢おとこはっ！」


    「えっと……」


    「あっちとこっちとそっちとに気持ちを残していたとしても──。たとえばぁ──。こてさしゅさんと、こもりんと、ジンジンとで三等分したとしても──」


    「なぜ私に飛び火しますか。──小森です」


    「──三等分したとしてもっ、それでも凡ぼん人じんよりは、ずっとずっと大きなキモチを持てるような、そんな漢だったはず！　いやそうでなければッ!!」


    「そ……、そうかもしれません……。いや……、そうか……。そうだよ。そうなんだよ」


    　ジンジンは深しん刻こくな顔で考えはじめた。


    「面白いねこれ」


    　霞はてへぺろと舌したを出し、皆に顔を巡めぐらせた。
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    友情の研究②


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    「ふっふん、ふ～ん、ふ～ん♪」


    　部室の中に鼻歌が響ひびく。霞かすみがぎょっとなって顔をあげると──。


    　なんと。鼻歌を歌っていたのは、ジンジンだった。


    　聖せい羅らとジルと、そして霞と──三人で顔を見合わせる。目め線せんで素す早ばやく赤外線通信を行おこなう。そっとしておいてあげるのが武ぶ士しの情なさけということで、統一見けん解かいに至る。突っ込みたい誘ゆう惑わくと衝しよう動どうをかろうじて退しりぞけて、霞がマンガとお菓か子しの日常に、回かい帰きしようとした、その時──。


    「健けん太た～♪　遅いですね～♪　もう～♪　早くこないかな～♪」


    「だめ！　もうだめっ！　あーっ！　もう我が慢まんできないィ！」


    　霞は叫さけんだ。とても我慢できそうにない。これが突っ込まずにいらりょーか！


    「どうしました？　四しノの宮みや先せん輩ぱい？」


    　ジンジンから見れば──霞が突然奇き声せいを張りあげたように見えるのだろう。自分のことについては気がつかないのが、人間というものだから。


    「な。なんでもないよっ。ほんとだよっ」


    　右の席の聖羅と、左の席のジルと、二人から机つくえの下でお尻しりをつねられて、霞はひくひくとこめかみを震わせた。聖羅から送られてくる痛いたい信号は「こんな面白いの。すぐに壊こわすんじゃありません。めっ」というもの。ジルからの信号は「霞ちゃん察さつしてあげようよ。武士の情けだよ。和の心だよ」というもの。


    「そ。そ。そういえば……ケンケン遅いよねっ♡」


    　左右のお尻を、二人からぎゅーっとつねりあげられて、霞は精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そ笑わらいを浮かべた。


    「き。き。昨日きのうもいなかったねっ♡」


    「ああ。ええ。そういえば言っていませんでしたっけ。昨日は健太は助すけっ人とだったんですよ」


    「へ？　助っ人？」


    　お尻の痛みも一瞬忘れて、霞は訊きいた。


    「ええ。ほら健太って運動が得意じゃないですか」


    　ジンジンは我わがことのように嬉うれしげに語りはじめる。


    「──だからあちこちの運動部から助っ人を頼まれたりするわけですよ。あいつ。人がいいから。断ことわりもしないで、ぜんぶ引き受けちゃうので、大変みたいですよ」


    「あー。それで最近、週に一日二日、ケンケン、いなかったのかー」


    　一年生の頃の捕ほ獲かくしたばかりの時ならともかく、最近ではいることがあたりまえとなっていて、ケンケンがいないことを、霞はとくに意識していなかった。マンガ雑誌の発売日じゃないからだろう、くらいに思っていた。


    「聞きました？　〝健けん太た〟から〝あいつ〟にグレードアップしましたわよ？」


    『〝あいつ〟の次は、どんな呼びかたに進化するんだろうねー。楽しみだねー』


    　聖せい羅らとジルの二人はすっかり愉たのしんでいる。


    　霞かすみはひとりでジンジンに質問を続けた。


    「じゃあ今日もケンケンはどこかの助すけっ人となの？　どこ？　バスケ？　バレー？　陸上？」


    「いえ。今日の予定はなにもありませんから。こちらに出てくるはずです」


    「おー。さっすが！　ケンケンのスケジュールはカンペキだねっ！　マネージャーだねっ！」


    　霞が褒ほめると、ジンジンは顔をぱあっと明るくさせた。「いやあ。それほどでも」と頭を掻かきはじめる。


    　ちょろすぎ。


    「うおーす！　遅くなったぞー！」


    　プレハブ小屋のドアが開ひらいて、ケンケンが入ってきた。


    「ああ！　健太──」


    　腰こしを浮かせて親友を出迎えたジンジンだったが、その腰は中ちゆう空くうに浮かんだまま──固かたまった。


    「失礼します」


    　ケンケンの後うしろに立っていたもう一人の女じよ子しが、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。


    「……あれ？　こてさしゅさん？」


    「小こ手て指さしです。──ご無ぶ沙さ汰たしてます」


    　表面上は礼儀正しく点てん頭とうしつつ、底のほうではなんらかの種類の緊張感を漂ただよわせている。クラス一と名高い美び貌ぼうの持ち主は、ＧグツＪジヨ部ぶの部室に足音を立てずに踏ふみこんできた。


    「いらっしゃい。そういえばこっちの部室になってから、こてさしゅさん来てなかったよねー」


    「そうですね。──小手指です」


    「そだ。ねえ。こもりん。お茶入れてあげてー」


    「承しよう知ちしました。──小こ森もりです」


    「あ。こもりんさん。お砂さ糖とうは抜きでおねがいします」


    「承知しました。こてさしゅ様」


    「──小手指です」


    　訂てい正せいの嵐が沸わき起こる。霞はたぶん天てん然ねんだろうが、残り二名は、どうだかわからない。


    《〝カノジョ〟を待たせておいて同どう伴はん出勤とは──。わざと当てつけてやっているのでなければ、相当の大おお物ものですわよ》


    　聖羅の《副ふく音おん声せい》が、状じよう況きようを的てき確かくすぎるほどにうがっている。


    　ひとつ救すくいがあるとすれば──。この《副音声》がジンジンには聞こえていないということだろう。
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    友情の研究③


    



    「最近、こてさしゅのやつがさー。手伝ってくれるんだ」


    「そんな。たいしたことはしていません」


    　背せ筋すじを伸ばして椅い子すに座り、両手を膝ひざの上できっちりと揃そろえて、一いち分ぶの隙すきもなく小こ手て指さしさんは言う。ケンケンのほうは、椅子を斜ななめに傾かたむけて、すっかりくつろぎ中。両手は頭の後うしろ。足は机つくえのうえに投げだしている。少々お行ぎよう儀ぎがよろしくないが、ケンケンファンの女の子からすれば、そういう仕し草ぐさも「カッコいい」となってしまうらしい。


    「たいしたことなくねーぞ。ドリンクくれるじゃん。タオルくれるじゃん。あと。何曜はどこだとか。何時からだとか。ぜんぶメモってて、俺おれに教えてくれるじゃん。チョー助かる」


    「そのくらい当然よ。友達なんだし」


    　戦闘中の鉄てつの表情をすこしだけ緩ゆるめて、小手指さんは言う。そこへケンケンは──。


    「おめーは友達じゃねーぞ」


    「えっ？」


    「ダチだ」


    　びっと親指を突き出してケンケンは言う。


    　小手指さんはうつむいて、腿ももの上で手をもじもじとやって、「うん」とつぶやき返すのが精せい一いつ杯ぱいとなった。


    「あーやってオトすのか」


    『ケンケン。ナチュラルだねー。罪つみ作つくりだねー』


    《このイキモノのことを、もう〝超ちよう雄おす〟と呼んだほうがよろしいのかしら。将来の超雄候補だと思っておりましたけど》


    　霞かすみ、ジル、聖せい羅らの三人が、つぶやきなり副ふく音おん声せいなりでコメントを入れる。


    　二人から聞こえてくる話を総合すると、つまり小手指さんはケンケンのマネージャー的なことをやっているらしい。助すけっ人とで試合に出るケンケンに「はいタオル♡」「はいドリンク♡」とやっているらしい。スケジュール帳を手に「健けん太た君への助っ人依頼はまず私を通していただけないかしら？」と美人秘書をやっているらしい。


    　ジンジンなんか目じゃなかった。もっとずっと内うち側がわに踏ふみこんでインファイトを試こころみていた。


    「ねえ……ジンジン？　だいじょうぶ？」


    「な、なんのことですか……。あ……ははは。こ、小手指さんには敵かないませんね……。ははは」


    　ジンジンは乾かわいた笑いあげた。手にした湯飲みを口元で傾かたむけるが、もうずっと前から湯飲みは空からのままだ。小こ森もりさんがお茶を注そそぐ隙を狙ねらっているが、湯飲みを手放さないから注そそげない。


    「いつもこてさしゅには世話になってるからよー。今日は俺が手伝ってやったんだ」


    　ケンケンが言う。ケンケンだけは、一人〝こてさしゅ〟と呼んでも訂てい正せいを受けない。


    「へー……、なにを手伝ったのー？」


    　霞かすみは相づちを打ちながらも、ジンジンの様よう子すにそれとなく注意を払っていた。


    　ジンジンは、ずーんと落ちこんでいる。さっき「マネージャーだねっ！」とか持ちあげたけど。なんと。本物のマネージャーがここにいた。


    「なんかこてさしゅが本を買いたいっていうからー。俺おれー。一緒に本屋さんに行ったぜー」


    「健けん太た君。もうっ。そんなこと言わなくても……」


    　小こ手て指さしさんは女の子の顔になって可愛かわいく拗すねてみせる。


    「えっ？　なに？　言っちゃダメだったんか？　これって？　ヒミツか？」


    　ケンケンひとりだけが気づいていない。──充分にデートだろそれ。


    　霞はいたたまれなくなって、ジンジンから目を離した。


    　膝ひざの上で握にぎりしめるジンジンの手の指の関節が真っ白になっている。そんなに力を込めて手をきつく握りしめている。なんつーか、もう。見てらんない。


    「すいません。紅茶の葉を切らしてしまいまして。白さ湯ゆでよいでしょうか」


    　小こ森もりさんが小手指さんにお茶を出す。てゆうか。お茶じゃないけど。お湯だけど。


    「ええ。ありがとうございます」


    　受け取るほうも受け取るほうだ。にっこりと微ほほ笑えみ返すし。美お味いしそうに飲んでるし。


    　小森さんの姑しゆうと攻こう撃げきにも小手指さんは微び動どうだにしない。不ふ沈ちん戦せん艦かんのあだ名は伊だ達てではない。戦艦の膨ぼう大だいなＨＰの前にはこんなの攻撃のうちにも入らない。


    「しゅらばば！」


    　緊張感に耐たえかねて、霞がつぶやいた。


    「俺のＧグツＪジヨ部ぶがこんなに修しゆ羅ら場ばなはずがない」


    　つづいて聖せい羅らもつぶやいた。


    『うちの親友と不ふ死じ身み女じよ子しが俺を争って修羅場っているけど俺どうしたらいい？』


    　ジルがホワイトボードに書き書きとした。


    　皆は耐えかねて、思わずつい、この緊張感を、ラノベのタイトルっぽく表現してしまった。


    「なーなー。さっきから仁じんのやつ。元気ねーじゃん。どうした？　腹はらでもいてーのか？」


    「べつに。腹は痛くないよ。心は痛いけどね」


    「ねえケンケン？　気になるの？　ジンジンのこと。元気ないと気になる？」


    　霞は訊きいた。無神経なようでいて、意外と、そゆとこに、気がつくやつ、コイツ。


    「あったりめーだろ？　なんたって仁は、俺のマブダチだからなっ」


    　さっきは小手指さんのことを〝ダチ〟と呼んだ。そしてこんどはジンジンのことを〝マブダチ〟と呼んだ。どっちのほうが上のグレードなのかは、霞たちにはよくわからないが──。


    　ジンジンの顔を見ていれば、それは明らかなようだった。
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    ガールフレンド


    



    『girl friend……ってコトバ。日本にないよねー』


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　めずらしくジルがオピニオンリーダーとなっている。ちなみにオピニオンリーダーというのは、ＧグツＪジヨ部ぶ的には、話題を開始する者のこと。


    「へ？　あるよ？　ガールフレンド。普通に使ってるよー？　恋人って意味だよー」


    　霞かすみはジルにそう言った。


    　ジルは首を横に振った。


    『ううん。〝恋人〟のときにもgirl friendって使うんだけど……。もっと軽いときにも使って……。ええと。なんていったらいいのかな……。友達と恋人との……中間？』


    「わかんないよ。ジルちゃん」


    『だから日本語にその言葉がないんだってばー。日本語でガールフレンドは恋人確定だよね』


    「そうだけど」


    「なんだそれ？　トモダチと、どー違うんだ？　女のトモダチのこと、ガールフレンドっつーんじゃねーのか？」


    「うお！　ケンケンが反はん応のうしたっ。──ジンジンじゃなくてケンケンがこんなコイバナに反応してるよっ!!」


    「なんで僕に飛び火するんでしょう」


    「だめだよ。ケンケン。ケンケンはこういう話のときには、カッケー！　って言ってマンガ読んでスルーしてなきゃ」


    「今週もつまんねーんだ。カッコよくねーんだ。ナサケネーんだ。しょんぼりだー。ずっとこうなんだー……。もう読むのやめちまおっかなー……」


    「だからケンケン。評論家気取りはそれジンジンの仕事だってば。取っちゃだめだよ」


    「ですからなんで僕に飛び火するんでしょう」


    『あー。うん。そうかも……』


    　じーっとケンケンを見ていたジルが、ぽつりと書いた。


    「ジルさん。なにが、そうなんですの？」


    『ああうん。あのね。……ケンケン君と小こ手て指さしさんの関係が、ちょうど、girl friendってあたりかなー、って』


    「だからそのgirl friendって、なんなわけ？　わかんないよ。ジルちゃん」


    『図にすると。こういうカンジ？』


    　ジルはそこでホワイトボードに図を書いた。こういうときホワイトボードは便利だった。


    　その図を文字で記すと、「友達〈ガールフレンド〈恋人〈奥おくさん」──という感じになった。


    「うおっ。いちばん上は奥さんだっ！　お嫁よめさんだっ！」


    『あ。お嫁さんはここかな』


    　図が直される。「友達〈ガールフレンド〈恋人〈お嫁さん〈奥さん」と書き直される。


    「お嫁さん──!!　奥さんの下だったー!?」


    「奥が深いですわね。──ほら。小こ森もり。起きなさい。貴方あなたも見ておきなさい。後こう学がくのために」


    「──はい。お茶を淹いれます」


    『えっとね。girl friendだとね。手を繋つないだり、お別れのときにキスしたりするかな』


    「ち、チューするんだっ!?」


    『あーこれも日本語にないんだっけ。……キスっていっても、そういうキスじゃなくて。ええと。挨あい拶さつっぽいやつ？　わかる？　わかんない？　……んとねっ。──こーゆーのね』


    　と、ジルは霞かすみにすっと顔を近づけた。ほっぺた同士を擦すりつけるような感じ。唇くちびるはほっぺたに触ふれたかどうか。微び妙みようなライン。


    『本気チューしてたら、それは恋人だよ』


    「うーん……。難むずかしいんだねー……。──って!?　あっ!?　ああーっ!?」


    　キスされた頬ほおを撫なでていた霞は──急に、なにかに気がついたかのように、大声をあげた。


    「──ケンケン!?　小こ手て指さしさんとガールフレンドだって──言ったね！　言ったよね!?」


    「俺おれが言ったわけじゃねーぞ。ジルが勝手に言ってただけだぞ」


    「じゃ──じゃあ！　手は！　手はどうなの！　手ぇつないだりしてるんでしょ！」


    「手？　……はて？　どうだったっけ？」


    　ケンケンは腕うで組ぐみをすると、考えこんだ。


    「つないだよーな……。つないでないよーな……」


    「ど──どうなのっ！　どうなのそこっ！　思い出しなさい！　そこ大事なとこだからっ！」


    「んなもん。いちいち覚おぼえてねーよ。だいたい手ぐらい、なんだっつーんだ？　男同士だってつなぐだろ？」


    「いや繋がないし」


    「いやつなぐだろ？　なあ──仁じん？　そうだよなー？」


    「い、いや……あの、そ、そういうのは……、いまここでは、ちょっと……」


    「ボーイフレンドだっ！」


    『Wow! It is boy friend!』


    「ボーイフレンドですわね」


    　三人はハモった。完全に同意した。
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    おでかけ


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　今日は二人ほど欠かけていて、ただでさえ広い部室が、ますます広く感じてしまう。


    　見当たらない顔は聖せい羅らとジンジン。そろそろ部活が終わろうかという時間になっても、二人は顔を現あらわさない。


    　マンガ雑誌を読む霞かすみは、口にポッキーをくわえて、まーちゃん直じき伝でん──〝ポッキー揺ゆらし〟をやっていた。二人の不在を気にしていないふうを装よそおってはいるが──それもそろそろ限界。


    　ついに誰かに訊きこうと、顔を持ちあげたその時──。


    「遅くなりましたわ」


    「おはようございます」


    　聖羅とジンジンの二人が、連れ立って、ドアをくぐってきた。


    「二人でやってきた！」


    「──？」


    　霞に指差された二人は、顔に「？」を揃そろって浮かべる。


    「紅茶でよいですか。ホットココアでもいれますか」


    　小こ森もりさんがサスペンドから帰ってきてお茶の用意にとりかかる。まだ夕方はすこし冷える。


    「そんなに寒くありませんでしたわ。ジンジンが上うわ着ぎを貸してくれましたし」


    　と、聖羅は着ていた上着をジンジンの手に渡した。もともとはジンジンのジャケットだ。


    「どどど。どこ行ってたの二人でっ」


    「ああ……。天あま使つか先せん輩ぱいに頼まれまして、アキバに行っていたんですよ」


    「さすがジンジンでしたわ。目的の店はすぐに見つかりましたわ」


    「足で探さがすのがアキバの基本ですから。どこにどういった店があるのかくらい覚おぼえてますよ。特に裏通りであれば」


    　聖羅が椅い子すに座るとき、ジンジンがさりげなく椅子を引いている。ジンジンはそういう仕し草ぐさをごく自然にできちゃう男の子。本人によれば実家において〝鍛きたえられた〟ことで身に付いた生存戦略だとかどうだとか。


    　椅子に落ち着いた聖羅が、長い黒くろ髪かみを手で払う。だが霞の話題はまだ終わっていなかった。


    「言わなきゃ。言っといてよ」


    「──？」


    　またもや顔に「？」を浮かべる二人に、霞は拗すねたような顔を向ける。


    「二人。なかなか来ないから。心配しちゃったよ」


    「はぁ。携けい帯たいにメールでもくれれば──」


    「あんなのちまちま打ってらんないし」


    「霞かすみさん。メール苦にが手てですものね」


    「でしたら直ちよく電でんをくれれば──」


    　一いつ向こうにわかろうとしないジンジンを手でゆるやかに差し止とめて、霞は聖せい羅らに頭を下さげる。


    「霞さん。心配をお掛けしてごめんなさい。──じつはゲームソフトを買ってきましたの」


    「そふと？　はみこんのやつ？」


    「はみこんじゃなくて、ファミコンですけど。新作──じゃなくて、知らない旧作ソフトがたくさんありましたわ。フルコンプリート一〇五一本セットとか。思わず買ってしまうところでしたわ」


    「何十万円もしますよ。中学生には無理ですよ。無理じゃなかったとしても自じ重ちようしましょうよ」


    「ですから買っておりませんわ。ダブりが出たら悔くやしいですもの」


    「そっちですか」


    　盛り上がる二人を、霞は、むーとした顔で見つめた。聖羅とジンジンとが、二人の世界に入ってしまっていて、なんだか面白くない。


    「ジルちゃん。ジルちゃんも。ほらっ。なんか言ってやって」


    『え？　ああ。来たんだ。おかえりー、かな？』


    　まるでいま気づいたように──いま気づいたのだろう。ピンセット片手に健けん太たにエサやりをしていたジルは、一瞬だけ振り向いてまた顔を戻した。健太といってもケンケンのことではなくて、カエルの健太のほう。ＧグツＪジヨ部ぶの一員である彼は、最近、冬とう眠みんから覚さめてきて活動をはじめた。エサも食べるようになった。


    「ほらケンケンもなんか言ってやってよ」


    「うおー。カッケー」


    　マンガ雑誌を読んでいたケンケンは、どうでもいいように──どうでもいいのだろう。投げやりに棒ぼう読よみ調で返事をしてきた。マンガ雑誌から顔もあげない。


    「今日は本当に助かりましてよ。──ジンジン」


    「いえ僕のほうも助かりました。天あま使つか先せん輩ぱいと一緒だったせいか、ジャンク屋でだいぶオマケしてもらいましたから。パーツ取り用の不ふ動どう品ひんでよかったんですけど、なんと完かん動どう品ひんまでサービスしてもらえちゃいましたし」


    「なにを言っているのかあいかわらずまったく全然わかりませんけど。よかったですわね」


    《本当にどうしておじさまたちってあんなに女じよ子し中学生が好きなのかしら》


    　果てしなく黒い《副ふく音おん声せい》が肉にく声せいと同時に重なって聴きこえる。ただしジンジンを除のぞく。


    「むー……」


    　一緒にお出かけはしてきたものの、いつもとまったく様よう子すの変わらない二人を、霞は唸うなり声をあげながら、遠くから見つめていた。
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    ラノベの編集者


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    「進路志望の調査票とか、ＨホームＲルームで配くばられたんですけど。先せん輩ぱいたち。これってどう書きました？」


    　ジンジンがやってくるなり、一枚の紙を机つくえのうえに滑すべらせて訊きいてきた。


    「お嫁よめさん」


    「当とう主しゆ」


    『正義の味み方かた』


    「ウケは取らなくていいですから。すいませんが。皆さん真ま面じ目めに答えてはいただけませんか」


    「──と、最初に書いたら、みんな、怒おこられちゃったって話。いろいろ修正されて無ぶ難なんなセンでまとめられちゃいましたー。あたしなんて、おかーさんまで呼ばれて三者面談まで炎えん上じようしちゃったよー。本人の志望を書かないで、いったいなんの調査票なんだろうねー」


    「はぁ……。じゃあ僕も〝ライトノベルの編集者〟って書いちゃったら、だめなのかなぁ……」


    「ジンジンなに？　ヘンシューシャになりたいの？」


    「あれ？　前に言ったことありませんでしたっけ？　幼よう稚ち園えんの頃の夢はプログラマーでしたが、現在の目標はライトノベルの編集者であると」


    「まず作家のほうを目め指ざすのではなく、編集者のほうを目指してしまうところが、いかにもジンジンらしいですわ。挫ざ折せつ的敗はい北ぼく主義者と、そう呼んであげましょう」


    「適てき性せいというものですよ。あと作家と編集者に上下も貴き賤せんも存在しないと僕は確信しています」


    　聖せい羅らのきっつい突っ込みにも、ジンジンは涙目にならずに余よ裕ゆうで返している。成長している。


    「──で。どうやってなるの？　ラノベの編集者に？」


    「僕としては〝お嫁さん〟へのルートを訊いてみたいところではありますけどね。……ライトノベル作家のほうであれば、たとえば専門学校などで専門課程があったりするようなんですけど。でもライトノベル編集者の専門課程は、どこかにはあるのかもしれませんが、僕はいまだに見つけていません。でも道がないのであればこじあけるのがＧグツＪジヨ部ぶ流というものですよね。道みちとは僕の通ったあとにできるものなんです」


    　ジンジンはそこでいったん話を止やめた。皆の関心が自分に集中するのを待つ。


    　マンガを読んでいたケンケンまでも、本を閉とじて、ジンジンに目を向ける。小こ森もりさんが何なに気げにサスペンドから起きてきて、皆のために、お茶の用意を開始する。


    　最大限に関心が高まった瞬間を見み逃のがさず、ジンジンは話しはじめた。


    「まずは、やはりなにを置いても〝プロデュース〟でしょう」


    「ぷ、ぷろでゅーす？　な、なんか難むずかしいコトバ、キター!!」


    「たとえばネットで活動している作家を探さがすわけです。素す晴ばらしいものを書いているのに野に埋うもれている逸いつ材ざい。──そうした作家のタマゴを見いだし、発はつ掘くつし、サジェスチョンを与え、ビッグネームへと育成するわけです。この段階ではあくまでネット上でのアマチュア活動なわけですが。最近ではネットで評判を得てから出版に至るケースもありますので、そうした逸材はやがてプロのライトノベル作家に羽ばたいてゆくに違いありません」


    「なんだか気の遠い計画ですわね」


    「高校と大学の在学中あたりに手がけますよ。七年間もの長期的展望に立った計画です」


    「でもそれじゃジンジン編集者になれないよ？　その人たちはプロになったとしても、ジンジン自身は、大学生のままだよ？」


    「カリスマ大学生を目め指ざしています。そうしてプロ作家を何人も育成プロデユースした成果が認められれば、出版社なり編集部なりから、声が掛かるのではないでしょうか。ライトノベルの編集者になる道筋は、僕が考えたところ、スカウトしか考えられませんので」


    「だそうですわ。──小こ森もり。採点なさい」


    「私もそちらの業界のことをそんなに詳くわしく知っているわけではありませんが……」


    「いいから小こ僧ぞうの妄もう想そうに点数を付けておあげなさい」


    「０点ですね」


    「れ、れいてん……ですか？　ど、どこがいけなかったのでしょうか……？　人材の発掘と育成に関しての見通しが甘すぎるとか？　いやしかしですね。僕はこれでもすでに千冊以上のライトノベルを読どく破は済ずみでして。どんなものが求められているのかということに関しては、ひとつの見けん地ちに達しているつもりで──」


    「出版社といえども会社なのですから。普通に入社試験を受けて入社すればよろしいかと。入社後に配属先の希望をたいてい聞かれますから、そこで「ライトノベル編集部、編集者」と答えればよいでしょう。希望が聞き届けられるかどうかは社内の人事の話ですので、そこは保証できかねますが」


    　ポットの紅茶を七等分して注つぎ分けた一杯が、ジンジンの前に差しだされる。


    　六等分でなくて七等分だということに何人かが気がつく。見れば──机つくえの端はしにぶら下がるようにして、赤い着物の童どう女じよの姿がある。紅茶をもらって、彼女は、にんまりと笑顔になった。


    「えっと……、そ、そうですね……。でもあの。僕のプランだって……、多少は現実的で……」


    「大手出版社だと難関になりますよ。六大学くらいは出ておいたほうが無難かと。理想を言えば東とう大だいを首席で出ておくのが最も確実ですね」


    「べ、べんきょうします……」


    「小僧の厨ちゆう二に的てきな妄想があっさり小こ気き味みよく打ち砕くだかれたところで、さあお茶にいたしましょう。ちょうどよいお茶うけができましたわね。──小森。おかわりをくださる？」


    「はい」


    　打ち砕かれた夢の残ざん滓しをお茶うけにして、聖せい羅らは紅茶を飲んだ。
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    ガールズトーク


    



    「それでね。それでね。うちのクラスのりっちゃんが言うにはね、恋愛に大事なのはゆとりなんだってー！　〝男を遊ばせてやるのが女の甲か斐い性しようというものよ〟──って、りっちゃん言ってたー！」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　女の子たちの三つ繋つながった机つくえのところでは、今日はガールズトークが花はな盛ざかりだった。


    　話がこと恋愛の領りよう域いきに踏ふみ込んできたところで、ライトノベルを読んでいたジンジンがぴくりと反はん応のうする。


    　右を見て左を見て、自分の意識に引っかかった単語の出所を確認して──。


    「そのりっちゃんという方は、いったいどういう方なんでしょう？」


    　すみやかに椅い子すを引きずって、ジンジンは女じよ子したちの話に加わりにやってくる。


    「きれーな娘こーっ！　ツインテールなのー！　黒い髪なのー！　目ヂカラあるのー！　ドクロの髪留めがチャーミングなのーっ！」


    「ああすいません。四しノの宮みや先せん輩ぱいに漠然と訊たずねた僕が間違っていたようです。外見的特とく徴ちようはこの際どうでもいいんです。質問を絞しぼりましょう。まず話をするのに困こまりますから、その方のお名前からおうかがいします」


    「東雲しののめ理り央おちゃんっていうんだよ。出席番号は七番」


    「出席番号なんて訊きいてないですしまさしくどうでもいいですし。質問ですが。その方はいったいどういう方なんでしょう。恋愛に関してかなりの見けん地ちに立たれたお方のようですけど」


    「なんであたし職務質問されてるの？」


    「それよりも女子会にさらりと入ってくるジンジンになにかひとこと言ってやるべきではないかしら」


    「いいよべつに。ジンジンは女子のうちだし」


    『〝ゆとり〟が大事って、あれとおなじかなー？　お散歩しているワンちゃんのリードをゆるめてあげると、喜よろこんでもらえるとか。そういうのとおなじってことかなー？』


    「そうそう。あんまりギチギチに縛しばりつけてると、よくないんだって。嫌きらわれちゃうんだって。私あなたがいないと生きていけないの！　──なんてもってのほかだって！」


    「で、ですから──！　そ、その人はいったいどういう御お方かたなんでしょう!?」


    「なんでジンジンこんなに必死になっちゃってるの？」


    「さあ。〝重たい女回かい避ひ法ほう〟に関して、多大なる関心がおありのようですわね」


    「りっちゃんはねー。恋愛達人さんだよ」


    「恋愛の達人ですか？　ですけど……。その方って、四ノ宮先輩のクラスメートですよね？　ってことは、当然、中学生ですよね？」


    「大学生のダンナさんがいるよ」


    「うえっ？　だ、旦だん那な？　……日本の法律じゃさすがに結婚できませんよ？　その年齢だと」


    「カレシでも恋人でもなくて、旦那だって。夫なんだって。そしてりっちゃんは〝正せい妻さい〟なんだって。あと愛人さんがねー。一人、二人、三人……」


    　霞かすみは指を折り曲げてゆく。指はなかなか止とまらない。


    「愛人さんは、二人目までは『手た綱づなを緩ゆるめてあげるいい女方式』で認めてるけど、それ超えて四人も五人も作っちゃうからって、りっちゃん怒おこってたーっ！」


    「いえ。その腐くされた超ちよう雄おすの方の愛人事情はどうでもいいんですけど。なるほど。つまりその方は中学生年齢でありながら、恋愛経験豊富な方なのですね。百ひやく戦せん錬れん磨ま。数々の修しゆ羅ら場ばをくぐってこられた方なのですね。──他ほかにはなにか言われていませんでしたか？　熟練の方が経験の果てに到達された境きよう地ちには大変興味があります」


    「えーっとね。えーっとね……」


    　霞は指先をくちびるにあて、天てん井じようを見上げて、考えはじめた。


    「〝恋愛はハンティング〟──とも言ってたっけ。〝女は時には女め豹ひようになるべき〟──だとか」


    　これにはジルがぴくりと反はん応のうした。これまで柔にゆう和わな微ほほ笑えみを浮かべつつ、どちらかといえばお付き合い程度に話に加わっていたのだが、ここいらでガゼン、興味が湧わいた顔になる。


    『め、女豹……？　メスのクマさんじゃ……、だめかなっ？　霞ちゃん。ほかはほかはっ？』


    「えっとね。もし運命の出会いと決して躊躇ためらってはならない、とかも言っていたっけ？」


    　こんどは聖せい羅らが反応する。


    　ぎゅわっと首を振って、霞に視線をロックオン。その勢いきおいは、横掛けにしていたお面めんがズレるほど。黒髪が遅れて頭の動きに追いついてくるほど。


    「運命の出会いとハンティングですか……。うーん……。そっちはあんまり参考にならなさそうだなぁ……」


    「なにを言うんですの。この小こ僧ぞう。──たいへん参考になるではありませんか。ねえ霞さん。そのところをもっと詳くわしく。──ねえ。ジルさん。聞きたいですわよね？」


    「Let's hunting.」


    　聖羅もジルもエキサイト。ジルなんか、もはや日本語がしゃべれなくなってしまっている。


    「《乙おと女めキーワード》……。みんなで違うんだねー。ほえほえー」


    　霞は感心していた。ジルが〝ハンティング〟で、聖羅が〝運命の出会い〟で、そしてジンジンが〝重たい女回かい避ひ法ほう〟で──。


    　皆がそれぞれ「早く早く」と先を急せかす。


    「どうすりゃいいの。あたし？」


    　そのうちりっちゃん本人に来てもらおう。霞は名案を思いついた。
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    女子力


    



    「ジンジンってさー。なにげに女じよ子し力りよく高いよね」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみがぽつりと口にしたひと言に、皆がぴくりと反はん応のうする。


    　聖せい羅らがタロットを繰くっていた手を止とめる。ジルが刺し繍しゆうをストップする。ジンジンがページに栞しおりを挟はさんでライトノベルを閉とじる。小こ森もりさんがサスペンドから戻ってきてお茶の用意に取りかかる。ケンケンがマンガ雑誌から顔をあげて、くんくんと鼻をうごめかす。これはきっと、きな臭くさいニオイでも嗅かいでいるに違いない。


    「この子。どうして女子に生まれてこなかったんだろうと。正直。思うことがありますわ」


    「ちょ──。僕これでもいちおう男だん子しなんですけど」


    　部屋を退出してゆく準備をしていたジンジンだが、聖羅のその言葉に、カバンを置いて振り返る。


    「あら。いちおう殿との方がたとしての矜きよう恃じはお持ちなのね」


    『ジンジン君。このあいだケンケンのシャツのボタン取れてたの。直してあげてたよねー』


    「ぼっ──ボタン付けくらい、男子だってできますよ。技術家庭で習うでしょう!?」


    「俺おれできねーぞ？」


    『上うわ着ぎに穴あいちゃってたのも、かけはぎで直してあげてたよねー。あれ難むずかしいよ。技術家庭じゃやんないよー』


    「つ──繕つくろいものとかは、ど、道どう場じようでよくやっていますから──と、得意なんですよっ。それにあれは共とも布ぬのがありましたし……」


    「ジンジンそれぜんぜん言いわけになってないよ。自分がハイレベルだって自白してるようなものだよ」


    「さ……、裁さい縫ほうができたら、どうだっていうんですか。じょ、女子力がどうだっていうんですか……。先せん輩ぱいたちこそ、どうなんですか」


    「あー。あたしたちはねー……。女子力低くてぇ……。ねえセラちん？」


    「小森がおりますから。わたくしは。いいんです」


    「ジンジンができるの。裁縫だけじゃないでしょ。料理だって相当な腕うででしょ。自分でおべんと作ってくる男子って、そうそういないよ？」


    「し……、しかたないじゃないですか。誰も作ってくれないんですから」


    「自分のだけじゃないよね。お兄さんのも作ってあげているんでしょ？」


    「し……、仕方ないじゃないですか。そうしないと兄さんは握にぎり飯めししか持っていかないんですから」


    「先ほどからジンジン。貴方あなた。言いわけばかりですわよ」


    「言いわけするってゆーことはー。やっぱ自分でも女じよ子し力りよく高いって思ってるってこと？」


    「い……、言いわけはしていませんよ？　僕はただ〝事実〟を述のべているまでで……」


    「女子力高いって、そんな嫌いやなことかなー？　褒ほめてるのに」


    「霞かすみさんはすこし殿との方がたの矜きよう恃じに関して学んだほうがよろしいかもしれませんわね」


    　聖せい羅らが紅茶を口に含ふくみながら、そう言った。


    　霞のことをたしなめるようなその口く調ちように、ジンジンはほっとしたような顔をみせる。


    「あのー……？　もう勘かん弁べんしてもらえるんでしょうか……？」


    「ちぇー。ジンジン。ぜったい。女装似合うって思ったのになー……」


    　霞がごそごそと手て提さげの紙かみ袋ぶくろを片付けながら、そう言った。


    「すいません。帰ります」


    　この話題の行き着く先を知ってしまったジンジンは、カバンを引ひっ掴つかむと、逃亡にかかった。


    「小こ森もり。確保」


    「はい」


    　小森さんが動く。だがジンジンは一足先にドアに向かっていた。開あけっ放しになっていた脱出路は──ばたんと、物もの凄すごい勢いきおいで戸と締じまりされた。


    　ジンジンの前に立ちふさがったのは、小さな人影──。


    「お兄ちゃん。あそぶ？」


    　赤い絣かすりの女の子は、きらきらと目を期待に輝かがやかせて問いかける。


    「あっ──遊ばないっ!?」


    　ジンジンは聖羅に振り返った。そして叫さけぶ。


    「あ──天あま使つか先せん輩ぱいっ!?　助けてくれたんじゃなかったんですかあぁ！」


    「ごめんなさいねジンジン。わたくし──ぜひ見てみたくて」


    「このまえＴＳするなら絶対ジンジンのほうだよねって。三人で意い気き投とう合ごうしちゃったよねー」


    『うん！　うんっ！』


    「僕たちのどちらかがＴＳするっていうところは、そこは確定なんですね。だけどそれだった、べつに健けん太たのほうだって──」


    「ねーケンケン。ジンジンちょっと借りるよー。ちょっと服着てもらうだけ。いいよね？　これイジメじゃないからねー？　愛めでるだけだよー」


    「あーいいぞー。俺おれが着るんじゃねーなら」


    　ケンケンはマンガ雑誌を読みながら──軽い口調で無責任にそう言った。


    「け──健太！　このっ──裏切り者おぉ！」


    『内緒だけど。メイクの道具も持ってきたよーっ。この際だから。色々と練習しちゃお♡』


    　広々としたプレハブ小屋に、ジンジンの悲ひ鳴めいがこだました。
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    ジンジンと小手指さん


    



    　いつもの教室。いつものお昼休みの喧けん噪そう。


    「なんで私たち。ふたりでおべんと食べているのかしらね」


    　差し向かいになる形で、机つくえの向こう側がわに座った女じよ子しが、面白くなさそうな顔で言ってくる。ジンジンは仕方なく返事を返すことにした。


    「そうですね」


    　しばらくは黙もく々もくと黙だまりあって、二人、手だけを動かす。もくもくと口だけを動かす。


    　先に緊張感に耐たえられなくなったのは、ジンジンのほうだった。


    「健けん太たがいないなら。僕らも一緒に食べる意味はないですよね」


    「そうね」


    　ふたたび沈ちん黙もくが続く。


    　ジンジンと差し向かいになっておべんとをまずそうにつつきあっている女子は、小こ手て指さし冴さえ子こさん。ケンケンに告白したのにあっさりとフラれ、その後もめげずに果か敢かんにアタックをしつづけている女子だった。不ふ死じ身み女子。不ふ沈ちん戦せん艦かん。などの異い名みようを思うままにしている。


    　いつもはケンケンを入れて三人でお弁当を食べているのだが、今日はケンケンが風か邪ぜで休んでいるために、小手指さんと差し向かいという恐おそるべき状況になってしまっているのだった。


    　彼女のほうも気まずいだろうと、そう思って──ジンジンはあえて口を開ひらくことにした。


    「まあ昼休みにお一人様というのもあれですからね」


    　ジンジンたちの学校では、週に二日、給食が休みとなっていた。一日は部室で皆と食べ、一日は教室でクラスメートたちと食べている。


    　食材確保の都つ合ごうだったり計画停てい電でんだったり、そんな理由ではじまった週二の「おべんとの日」だったが、元の理由が消滅しても、制度だけはそのまま残ってしまっている。まあ世の中の制度のほとんどはそんなものなのだろうと、ジンジンは考える。


    　小手指さんはその不死身ぶりから、クラスの中では、ちょっぴり怖おそれられていて──。ジンジンと食べていなければ、お一人様は確実だ。そしてジンジンも、ケンケン以外の人間とつるむつもりは──いまのところない。


    「なにがアレよ。私。貴方あなたのそういうスカしたところ。だいっ嫌きらい」


    「僕はけっこう好きですよ。小手指さんのそういうハッキリしたところ」


    　昆こん布ぶの煮に染しめを口に運びながら、ジンジンは言った。これ。自信作だったんだけど。


    「なにそれ？　貴方。私のこと。ひょっとして口く説どいてる？　貴方。私のこと好きだった？」


    「僕が小手指さんを口説くはずないじゃないですか。──さっきそう言ったんですけどね」


    　健太というやつは、人がなにかを食べていると、「おーそれ！　うまそうじゃーん！」と言ってくるやつなのだ。「俺おれの○○とトレードなーっ！」と返事も聞かずに、オカズを交換してしまうのだ。ナチュラル・ボーン・インファイターなのだ。


    　よって小こ手て指さしさんもジンジンも、自身のお弁当箱の中には、健けん太たの好きな物が満まん載さいだ。


    「まあいいじゃないですか。〝呉ご越えつ同どう舟しゆう〟といいますし」


    「そうね。〝一ひと村むら雨さめの雨あま宿やどり〟というものね」


    　ジンジンは箸はしを止とめて、相手を見た。呉越同舟の意味を知っているばかりか、ことわざで返されるとは。しかもジンジンでもなんとかわかる高こう難なん易い度ど。


    　小手指さんはクラス一の美び貌ぼうを持っている。そして教養もある。才さい色しよく兼けん備びだ。


    　なんだってこんなハイスペックの女の子が、男だん子しの追っかけなんてやっているんだろう。生徒会長でもやってればいいのに。


    　じーっと見ていると、彼女は箸を置き、イチゴミルクのパックに口を付けた。ストローで一吸いしてから、おもむろに、言う。


    「私ね。……貴方あなたのこと。だいっ嫌きらいなのよ。……知ってた？」


    「さっき聞きましたよ」


    「ほんと。大嫌い。家が隣となりだったからって。親が友達同士だったからって。生まれついて持ってただけのモノの上に、あぐらをかいている人って、私、だいっ嫌い。死ねばいいのに」


    　小手指さんはイチゴのパックをずごっと吸い尽くして、潰つぶしきって、ぺしゃんこに殺した。


    　ジンジンは曖あい昧まいな笑いを浮かべた。あのひとたちは僕のことを捨すてていったのだけど。


    　──と、そっちはとっくに昇しよう華か済ずみのトラウマなのでいいとして。生まれついて持っているというのなら、それは彼女だって同じことだろう。


    「嫉しつ妬としてもらえて光栄ですけど。僕も貴女あなたに嫉妬しているってこと、ご存ぞんじでした？」


    「私に？　──なぜ？」


    　小手指さんの表情を見る限りでは、彼女がその可能性について考えたことは、これまで一度もなかったようだった。


    　はぐらかせて、答えずに、悔くやしがらせてやろうかと──暗い情動が湧わきはしたものの、ジンジンは素直に白状することにした。


    「貴女は女性じゃないですか」


    　彼女はしばらく、ぽかんとしていた。


    　その顔に知的な表情が戻ってきたのは、たっぷり、数秒も経たってからのことだって。そのわずか数秒間ほど。美人のマヌケ面づらを見れただけで、ジンジンは胸むねをすっとさせた。


    「いやらしい……」


    　胸むな元もとを押さえて、彼女は顔を赤らめる。


    「いいえ。僕と健太はプラトニックですよ」


    　ジンジンは笑いながら。きちんと伝わったことに驚おどろいていた。この娘こ。いいな。
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    おままごと


    



    「あそぼ？」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　いつものように蛍ほたるの声が掛かって──。ケンケンはマンガ雑誌から顔をあげた。なんか部屋がいつもより広く感じるなぁ、とか思っていたら、いま部屋にいるのは、自分と蛍のほかには、窓まど際ぎわでサスペンドしている小こ森もりさんだけだった。


    「あそぼ？」


    「おまー。俺おれに言ってんの？」


    　畳たたみの上で膝ひざを抱かかえこんだ童どう女じよは、とても低い位置から、顔だけ上に向けてにっこりと笑う。


    「うん。あそぼ」


    　ケンケンはぽりぽりと頭をかいた。


    「──俺。女のあそび。よくわかんねーんだけど」


    「これであそぼ」


    　──と。蛍が差し出した手に載のっていたのは、糸で繋つながれた二つの紙コップ。


    「俺の携けい帯たいじゃん」


    　それは糸電話だった。一年くらい前のこと。携帯を持ってないケンケンのために小森さんが作ってくれたものである。


    「それはトモちゃん専用だ。使うならトモちゃんに言ってこいよ」


    「おねえちゃん。ねてる」


    「ん？　あれ？」


    　いつもなら小森さんは、自分の話題になればサスペンドから戻ってきて、「紅茶ですか」とか言うのだが──。しかし今日は沈ちん黙もくを保たもったまま。


    　ケンケンは小森さんの前に行ってみた。半分ほど薄うすく開ひらかれた目の前で、手を左右に振る。


    「今日はほんとーに寝てんのかな？　おーい。もしもーし。トモちゃーん？」


    　小森さんの手を上げ下げしながら、ケンケンは言った。しかし小森さんは完全に無む反はん応のう。まるで人形のよう。手が上がって下がって、いいように操あやつられる。それを見て蛍が顔を輝かがやかせる。


    「おにんぎょうさんあそび！　──おままごと！」


    「うえっ？」


    　ケンケンはぎょっとした顔になった。女じよ児じの遊びのド定番に──超怯ひるむ。


    「や、やだよ……、俺そんなの……、俺男だぜ……？」


    「じゃあ……、おいしゃさんごっこ！」


    「おままごとで……かんべんしてくだちい」


    　いわゆるリアル姉し妹まいを持っている者の宿命として、いわゆるひとつの通過儀ぎ礼れいとして、ケンケンは〝お医者さんゴッコ〟に対して激しいトラウマを持っていた。〝カイボー〟の記憶がフラッシュバックする。


    「わたし。まま？　おねえちゃんが、ぱぱ！　おにいちゃんは、あかちゃん！」


    「なんでだよ。おにいちゃんがぱぱ。おまえコドモ。トモちゃんママだろ」


    「じゃあそれでいい」


    「おーい。トモちゃん。おきろー。おままごと。やるぞー」


    　小こ森もりさんが起きてこないので──。ケンケンは仕方なく──。


    「よいしょっと」


    　背中と膝ひざの裏とに、手を回した。ひょいと抱かかえ上げる。その身体からだは意外なほどに軽かった。


    　お姫ひめ様さま抱だっこの形で小森さんを運んでゆく。蛍ほたるがせっせと用意するおままごとスペースに下ろして、脚あしを折り畳たたんで正座の形で座らせる。背筋をまっすぐにして、重心バランスを取ってやると、小森さんは正座して自立するようになった。プラモを立てるのはケンケンの得意技わざだ。


    「ままはなー。シゴトで疲つかれて寝てるんだぞー。そっとしておいてやろうなー」


    「はい。ぱぱ。おゆーはんです」


    「お。まんじゅうじゃん」


    　本物のお菓か子しが出てきて、ケンケンは喜よろこんでパクついた。おままごと、楽しー、とか思う。


    「ぱぱ。おふろはいりましょー」


    　ダンボール箱を湯ゆ船ぶねにみたててお風ふ呂ろに入った。


    「ぱぱ。まま。みんなでねましょー」


    　毛布を持ってきて、三人で川の字に並んで横たわる。小森さんも縦たてから横に直した。


    「でんきけします。とじまりします」


    「おーう。おやすみー」


    　ケンケンは目を閉とじて昼寝の構かまえに入った。


    　そのとき──。隣となりにいた小森さんが、ぱちりと目を開ひらいた。


    「あ。トモちゃん起きたんか」


    　一緒の毛布に入りながら、顔を横に倒して、ケンケンは言った。


    　目をぱちぱちと何度もしばたたいてから──。小森さんは素早く身を起こした。片手で毛布を身体に引き寄せ、そしてもう片方の手で──。


    　ばっちーん！　──と、ケンケンの頬ほおを引っぱたいた。思いっきり。遠えん慮りよのない力で。


    「なんで……」


    　じーんと熱くなった頬を押さえて、ケンケンはつぶやいた。


    「ぱぱまま！　ふうふげんかは！　だめー！」


    　そこからおままごとは夫ふう婦ふ喧げん嘩かモードに突入した。
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    ＧＪ部七不思議


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    「七なな不ふ思し議ぎって──あるじゃない？」


    　霞かすみが突然、口を開ひらいた。その口の中には、キノコとタケノコの残ざん骸がいがまだ残っていて──。


    　ジルと聖せい羅らの二人が咳せき払ばらいを使って、さりげなく注意する。霞もさすがに気がついて、もぐもぐ、んごんご、ごっくん──とやってから、話の続きを口にする。


    「──七不思議って、あるよねあるよね？」


    「七不思議というと、いわゆるあれでしょうか？」


    　ようやくこちらに顔を向けてきたジンジンが、そう訊きいた。


    「──理科室の骨こつ格かく標ひよう本ほんが夜になると出歩いているとか。音楽室のピアノが夜ひとりでに鳴なり響ひびいてジムノペディの一番を奏かなでるとか。窓まどを開あけっぱなしにしておくといつのまにか戸と締じまりされているとか。教室で会話していると誰の声でもない黒い声が悪口を言ってくるとか」


    「セラちゃん。七不思議の一つにされちゃってるよ。どうしようどうする？」


    「わたくし怖こわい女は引いん退たいしましたの」


    「学校の七不思議っていったら、僕のいったようなものでいいんですよね。ああ──くそっ。四つしか知らない。どなたかあと三つご存じないですか？」


    「うっわー。ジンジンが〝くそっ〟とか言ったーっ!!」


    『柏かしわ木ぎ校長は永えい遠えんに二十九歳。体育の一いち文もん字じ先生のジャージは一週間洗あらってない。英語の美よし子こ先生はじつはホニャララである。──はい。これで三つ。ジンジン君。どうぞ』


    「それ前の二つはこのあいだの先せん輩ぱいと健けん太たの言い争いの議題じゃないですか。あと三つ目のホニャララって伏ふせ字部分はなんなんでしょう」


    「だめだよジンジン。お子ちゃまが聞いてるから。ケンケンもいるし蛍ほたるちゃんもいるし。さて本日の議題は七不思議についてです！　ガッコに七不思議があるのに。ＧグツＪジヨ部ぶに七不思議がないのは。あたし。おかしーと思うわけ。どうしようどうする？」


    「なるほど了解しました。──それではこういうのはどうでしょう？　いつも満杯のティーカップの謎なぞ」


    　と、ジンジンはティーカップを口元に持っていった。紅茶をすする。


    「ほんと。こもりん。いつ注ついでるんだろうね。忍にん者じやだよね」


    「恐きよう縮しゆくです。──あと〝こもりん〟ではなく小こ森もりです」


    「はい。つぎのひと！」


    　はいはいはいはい、と皆が揃そろって手を挙あげる。


    　いちばん元気に挙がっていた手を、霞は指名する。


    「ケンケン。どうぞ」


    「うおー!!　俺おれの番キターっ!!　宇宙キターッ!!」


    　いつも番を飛ばされるケンケンが、今日は番をもらって喜よろこんでいる。両りよう腕うでを高くあげている。


    「いや宇宙きてないから。──滑すべったら、もう番あげないよ？」


    「いつのまにか空からになるお菓か子しの袋ッ!!　──のナゾっ!!」


    「そうだねえ。お菓子の袋はいつのまにか空になっちゃうよねえ」


    　含がん蓄ちくのある話に、霞かすみはほっぺたに手をあてて、深ふか々ぶかと同意をしめした。


    「つぎはわたくしでいいかしら──」


    　聖せい羅らが髪をかきあげて、そして言う。


    「──止とまってしまうゲームの謎なぞ」


    　はじめ皆は、なんの話なのかわからなかった。ちんぷんかんぷん。


    「カセットに触ふれると。止まってしまいますの。背筋が凍こおりますわよ？　画面がバグったり、ミーって変な音が鳴なったりして──」


    「ああ……。ああ！　ああ！　うん！　そうだね！　コワイよねー！」


    　ゲームの話だった。はみこんの話だった。聖羅の残念面めんのほうの話だった。


    「では僕も。振り向けばそこにいる童どう女じよ。──って。うわあ！　いた！」


    　ジンジンのちょうど真ま後うしろにいた童女──蛍ほたるが、膝ひざを抱かかえて、きょとんと見上げていた。そのひたむきでコワイ視線に、ジンジンは言ったそばから自分でびっくりしている。


    『じゃあえっと。わたしはね……。捨すてても戻ってくる謎の看かん板ばんっ♡』


    　ジルが言いながら、部室の隅すみに目を向ける。もともとあったガラクタはあらかた捨てたのだが、なぜか古ぼけた木の看板だけが一枚、残されているのだ。


    「あれほんと不ふ思し議ぎだよねー。捨てても捨てても戻ってくるよねー」


    　霞が腕うで組ぐみをしてうなずく。その看板は捨てても捨てても、なぜ翌日には同じ場所に戻ってきているのだ。誰が看板を戻しているのか、イタズラの主ぬしは誰なのか、いまだに突き止められずにいる。ちなみに看板には「○○防ぼう衛えい部ぶ」と書かれている。「○○」の部分は古くてかすれていて、なんて書いてあるのかよく読めない。いったいなんの部なんだか。なにを守るんだか。


    「四しノの宮みや様が執しつ拗ように〝こもりん〟と呼んでくる謎」


    「うわっ。こもりん。いきなり後ろから言わないでっ。──びっくりするから」


    「いえ──こもりんではなく……。いえ。いいです」


    「よし！　ＧグツＪジヨ部ぶの七不思議！　これにて完成！」


    「あら？　……ねえ霞さん。七不思議といいますけれど。一つ足りないのでは？　六つだけしかありませんわよ？」


    　聖羅が指折り数えて言ってくる。そのもっともな指摘に──霞は腕組みをして、うなずいた。


    「七不思議なのに！　なぜか六つしかないッ！」
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    どっちが強い？①


    



    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみがまーちゃん直じき伝でんポッキー揺ゆらしをしながら、マンガ雑誌をめくっている。


    　読んでいるのは少年マンガでバトルもの。誌し面めんのなかではクール男だん子しと熱血男子とが戦たたかっている。どっちが強いのかで勝負をやっている。


    「ねえ」


    　──と。誰にともなくそう問いかけてから、その先は続けず、ページをめくってゆく。


    　ふたりは親友らしい。どっちが強いかで勝負をするらしい。じつに男の子的であった。


    「──あ。終わっちゃった」


    　これから戦う──という、いいところで今週はおしまい。つづきはまた来週。


    「ねえ。ケンケンってさー──」


    　マンガ雑誌を閉とじて、チョコの溶とけた古いポッキーをかりこりかりこりと一気に短くしていって、新しいポッキーを箱から取りだして、唇くちに装そう填てんして──霞はケンケンに問いかけた。


    「──強いんだよね？」


    「おう。強えぞ。男は強くなくちゃ生きてちゃいけねーんだ」


    　後半のほうには異論が山盛りだが。自分で強いと言えちゃうのは、これはなかなかだろう。


    　つぎに霞は、ポッキーの先せん端たんをジンジンに振り向けた。


    「ジンジンもさー──」


    「はい。なんでしょう？　四しノの宮みや先せん輩ぱい」


    「──道どう場じようで鍛きたえられたりしてるんだっけ？」


    「ええまあ。それなりには。……自分で望んでやっているわけでありませんけど」


    　眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげて、ジンジンは答える。


    　ひょろっとした体つきのようでいて、じつはけっこう筋きん肉にくがついていたりして、しっかり男のコの体をしちゃっていることを、なんかの拍ひよう子しに触ふれちゃった時とかで──霞は知っている。


    「これは探たん偵ていのフィリップ・マーロウの言葉になるんですけど。〝男は強くなければ生きていけない。優やさしくなければ生きている資し格かくがない。〟──健けん太たは前のほうを支持しているようですが、僕は後うしろのほうを支持したいですね」


    「でさぁ……強いの？」


    「強きよう弱じやくや優ゆう劣れつを比べることは、うちの流りゆう派はの趣しゆ旨しではないんですよ。武ぶ道どうとは自みずからの心しん身しん、特に心を鍛えるものであって──」


    「強いの？　弱いの？　どっちなの？」


    　例によって衒げん学がく的てきなことを口にして逃のがれようとするジンジンを、霞はシンプルな問いによって追い詰つめた。


    　ジンジンは眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげると──。


    「まあ……。控ひかえめに言いましても、平均的男だん子しよりは、かなり強いと思いますよ」


    　──そう言って、口の端はに、にやりと笑いを貼はりつける。


    「強いってどのくらい？　平均的男子の戦せん闘とう力りよくを１としたら、いくつくらい？」


    「やめましょうよ。強さを誇ほこることに意味なんてないんですって」


    　ジンジンは余よ裕ゆうの笑みを絶やさないまま、とにかく話を終わらせようとする。


    　今日はこのへんでカンベンしてやろう。──霞かすみはそう思って、なんの気はなしに、最後に一つだけ訊きいてみることにした。


    「じゃあこれで最後。ケンケンとどっちが強いの？」


    　ぴしっ──と。空気が鳴なったような気がした。


    　マンガを読んでいたはずのケンケンも、ページを繰くる手が止とまっている。


    　ジンジンは眼鏡のブリッジをついっと持ちあげ──しかも一度きりでなく、二度も三度も持ちあげ直していた。


    「俺おれのがつえーにきまってるじゃん」


    「そ……、そういうことにしておきましょう」


    「なんですの。その奥歯に物が挟はさまったかのような物言いは？」


    　ずっと沈ちん黙もくを守っていた聖せい羅らが、ここで参戦。


    「小学校の低学年の頃には、健けん太たに一度も勝てたことはありませんでしたよ」


    「それですと、高学年以降は勝てていたということになりますけど？」


    「高学年からは取っ組みあいなんてやっていませんよ」


    「なんでやらなくなったの？」


    「それは……」


    　と、ここでジンジンは、ケンケンのほうをちらりと見た。


    「──ですからやめましょうよ。武ぶ道どうというものは己おのれと向き合うためのものと認にん識しきしています。強さを競きそい合うためにあるのではないんです」


    「余裕ですわね。いつでも勝てるからやらないのだ──というように聞こえますわ」


    「いまからでもやってみればいいんじゃない？　何年かぶりに。取っ組みあい。ケンカじゃなくて。勝負で。試合で。──ああいま訊いてみるから。場所作ってあげるからー」


    　霞は携けい帯たいを取りだすと、メールをちまちまちま、と、打ちはじめた。


    「こーゆーの柔じゆう道どう部ぶかな？　空から手て部ぶも武ぶ道どう場じよう使ってるよねー？」


    　部長同士の付き合いというものがある。部長連合の横のつながりで、持ちつ持たれつ。こういう時には、ちょっと無理なお願いだって通ってしまう。


    　霞はケンケンとジンジンの対決の場ばをセッティングした。
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    どっちが強い？②


    



    　どこまでも広い武ぶ道どう場じよう。


    　畳たたみが何十畳も敷しかれた大きなスペースのど真ん中で、二人の〝決けつ闘とう〟は執とり行おこなわれることになった。


    　この曜日の武道場は、空から手て部ぶと柔じゆう道どう部ぶとが半分ずつシェアして使っているが、どちらの部活動もいまは一いつ旦たん休きゆう憩けい。格かく闘とう技ぎをやっている人というのは、やはりそういったことが好きなのか、〝決闘〟と聞いて場所を空あけてくれたのみならず、円えん陣じんを組んで車くるま座ざになって、すっかり観戦モードに入っている。べつに〝決闘〟だなんて霞かすみはひとことも言ってないんだけど。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの面めん々めんと合わせて三つの部活の全員が見守るその中央で、ケンケンとジンジンの二人は向き合って対たい峙じしていた。


    　ジンジンは自じ前まえの道どう着ぎを着込んでいる。私し物ぶつのロッカーにしまってあったもので、それを着たジンジンは、なんだか霞たちの知らない男の子のようだった。黒と白の袴はかま風ふうの道着が凜り々りしく映うつっている。対するケンケンは体操服。ゆるいカッコで、腕うでを引っぱって柔じゆう軟なんなんかをキメながら、『仁じんなんか軽くヒネってやるぜー』的な余よ裕ゆうの表情を浮かべている。


    「なんだかわくわくしますわー」


    『聖せい羅らちゃんは、どっち応おう援えんするの？』


    「そういうジルさんは？」


    『うーん……。うーん……。……ケンケン？』


    「それではわたくしはジンジンのほうを。──霞さんは？」


    「えっ？」


    　聖羅に訊きかれて、霞は、はっと我われに返った。


    「えっ？　えーっ……、そ、そりゃあ二人とも応援するよぉ？　だ、だってあたし部長さんだし……。この決闘だって、あたしがやらせたみたいなもんだし……」


    「みたい──じゃなくて。現げんに霞さんがやらせたわけですけど」


    「だ、だよねーっ……。あははははっ……」


    　霞は乾かわいた笑いを返した。


    「Ken-Ken! Stand and fight!」


    「ジンジン。あれだけの大おお口ぐちを叩たたいたのですから無ぶ様ざまでしたら嘲あざ笑わらって差し上げましてよ」


    　ジルと聖羅がそれぞれに応援の声をかけている。


    　霞はどうすればいいのかわからなかった。どちらを応援するべきなのか。そもそも応援していいのか。止とめるべきではないのか。だけど止めるっていったって、そもそもけしかけたのは自分なわけだし……。〝対決〟の場ばをセッティングしてしまったのも自分なのだし……。


    「ほら霞かすみさん。開始の合あい図ずを」


    「え？　あっ……、う、うん……」


    　聖せい羅らに促うながされて、霞は一歩前に出た。皆の十数人分もの視線が、一いつ身しんに集まる。身がすくむ。


    「そ、それじゃあ……」


    　こういうとき、なんと言ったらいいのか、まるで知らない。とりあえず片手をいっぱいに持ちあげて──そして、振り下おろす。


    「はじめーっ！」


    「うおおおおお──!!」


    　まずケンケンが飛び出した。両手を突き出して、雄お叫たけびとともに、飛びかかってゆく。


    　──が。ふいっとジンジンが、ゆっくりにも思える動きで身をかわした。すれ違いざまにケンケンの手を取り──なんの力もこめずに、くるっとひねる。


    　ぽーん、とケンケンは飛んだ。


    　自分が突進してきた勢いきおいのままに、ずだーんと背中を畳たたみに打ち付ける。


    「──!?　──!?　──？　──？」


    　ケンケンはすぐに起きあがったものの、その顔には疑問符がいくつも浮かんでいる。


    　なにをされたのかわからないでいるのだろう。離れた場所から見ていた霞たちにも、なにが起きたのか、よくわからなかった。なんでケンケンは吹っ飛んでいるのか。


    「う……、うお──っ!!」


    　ケンケンは再び突進した。とにかく相手を掴つかまえようとする。取っ組みあいに持ちこもうとしているのだが──。


    　ずだーん!!　──と。またもやケンケンが畳に投げられた。


    「きたねーぞ!?　ちゃんとやれよ！」


    　ケンケンの言葉を受けてか──その次のときには、ジンジンは真まっ向こうから組み合った。ケンケンのタックルをあえて受けておいてから、あっさりと外はずして、そして投げ飛ばす。


    　それからもケンケンは何度となく畳に打ち付けられた。


    　運動神経の良いケンケンのこと。きちんと受け身は取っているので、ダメージはそれほどでもないのだろうが──。背中が畳と激げき突とつするその一回ごとに、少しずつ疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしてゆく。


    　そしてついには起きあがることができなくなってしまった。畳の上に仰あお向むけになって、ケンケンは荒い呼吸を繰くり返す。


    「もうやめよう。──健けん太た」


    　息ひとつ乱みだしていないジンジンが、ケンケンに向けて手を差しのべる。


    　ケンケンはその手を握にぎるかわりに、手て厳きびしく、ぱしりと──払いのけた。そして立ち上がり、よろよろと歩いて、武ぶ道どう場じようを出ていってしまった。


    　その後うしろ姿に対して、誰も声をかけることができなかった。誰もなにも言えなかった。
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    どっちが強い？③


    



    　しばらくしてから、霞かすみは、ケンケンが出ていった方向に、彼を追いかけていった。


    　武ぶ道どう場じようを出たところで、どちらに向かえばいいのか迷まよってしまった。体育館裏に向かえばいいのか、それとも校舎のほうに追いかけるべきか──？


    　だが霞はすぐに〝道しるべ〟に気がついた。


    　地面にぽつぽつと水が落ちていた。点々と続くその水の痕あとが、霞の向かうべき方角を教えてくれる。


    　うん。これは水。


    　霞はそう思うことにした。


    　これは目から出た水。


    　体育館裏で見つけたケンケンの背中は、とても小さく感じられた。しょぼくれて見えた。あれなんで小学生が？　幼よう稚ち園えん児じっ？　とか一瞬思った。


    「……ケンケン？」


    　その小さな背中に、霞はおそるおそる声を掛けた。


    　ケンケンは涙──じゃなくて、水でずぶ濡ぬれになった顔を、こちらに向けた。ずずーっと、洟はなをすする。


    　えぐ。えぐ。ひっく。ひっく。


    　見ているあいだにも、新たな水が湧わき出してくる。それは頬ほおを伝つたって、顎あご先さきから地面へと落ちた。水たまりを作りあげる。


    　くしゃくしゃになったその顔に、霞は怯ひるんだ。


    　なぜ自分はここに立っているのだろう。男の子を励はげます役だなんて……。


    　いまここに立って──見たこともない顔を見せている男の子の前に立っているのは、なぜ自分なのだろう。小こ手て指さしさんではなくて。


    　そもそも、なぜ追いかけてきてしまったのだろう。


    「……あ。あのね。ケンケン。負けてもしょうがないと思うよ。だってジンジン強かったし。どのくらい強いのかも、わかんなかったくらいだし」


    「おれ……、おれ……」


    「べ──べつにケンケンは弱くないと思うよ。じ、じゅうぶん強いよっ。だいじょうぶだよっ。だ、だってほらっ──。部活の助すけっ人ととかで引っぱりダコじゃない！　ほ、ほらほらっ、こんなうふうに──引っぱりダコー、なんちて」


    　霞は口をタコにして、服の袖そでを引っぱって、〝タコのポーズ〟をとって、右に左に体を揺ゆらしてみせた。


    　だけどケンケンは笑わない。


    「おれ……、あいつよりつよいと、ずっとおもってた。あいつは、おれが、まもってやんなきゃだめだって……、そうおもってたー……」


    「う。うん。そうだよねっ。ジンジン。ひ弱っぽいもんね。そう思っちゃうよねっ」


    「でも……、ちがったー……。お、おれ……、まもられてたの、おれのほうだったー……」


    　自分のほうが強いということを、ジンジンはずっと隠かくしていたのだ。それはつまりケンケンを守るためだった。自分のほうが強いということが、ケンケンのプライドとなっていたからだ。


    「おで……、おで……」


    　つぎつぎと目からこぼれる水が喉のどに詰つまるせいか、ケンケンの発声が不ふ明めい瞭りようになる。「おれ」が「おで」になってしまっている。


    「おで──っ!!」


    　タックルする勢いきおいでケンケンは抱だきついてきた。


    　霞かすみは避さけなかった。しっかりとケンケンを受け止とめた。


    「おで──っ！　おで──っ！　おでっ!!」


    　霞の胸むねに顔を埋うずめ、ケンケンは声を張り上げつづけた。


    　その頭を霞は撫なでてやった。髪の毛に指を差しいれる。


    「そっか。ケンケンは。勝てなかったことや、自分が弱かったことが、嫌いやなんじゃないんだね。ジンジンにずっと弱いふりをさせちゃっていたことが、嫌だったんだね」


    「おで……、おでえっ……！」


    　ケンケンは霞の胸で嗚お咽えつをあげた。セーラー服の上うわ着ぎが水だらけになる。鼻水まみれになる。だけど霞は我が慢まんした。気にならなかった。


    　そしたらケンケンは──。


    　ちーん、とかやった。やりやがった!!　こいつ!!　ハナかんだー!!


    　だけど霞は我慢した。すんげー気になったけど。我慢した。


    「よし、よし……」


    　ケンケンの頭を撫でてやっていると──ふと、遠い昔に、お母さんにこんなふうにされていたことを思いだす。


    　あのときのお母さんも、こんな気持ちだったのかな。──そんなことを考える。


    「ねえケンケン。……それだったら、いまからでも大丈夫だよ。なんとかできるよ」


    「……えっ？」


    　霞の言葉にケンケンは顔を持ちあげる。その顔に、霞は大きくうなずいて返した。


    「こういうときはね……」


    　そこで大きく息を吸い込み──。そして霞は叫さけんだ。


    「──特訓だよっ！」
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    どっちが強い？④


    



    　とある放課後。


    　ケンケンとジンジンとが口をきかなくなってから、何日かが過ぎさった、とある放課後──。


    　人ひと気けのない部室に荷に物もつを預あずけてから、霞かすみは、まず近所の裏山へと向かった。


    　自然が豊ほう富ふなその場所には、小さな山があり、小川や池まである。竹たけ林ばやしの中には、仙せん人にんだかヌシだかが棲すみついているという都市伝説もあったりする。


    　竹たけ藪やぶのなかに続く小道を抜けて、歩いて行くと──。人の姿が見えてきた。


    　ケンケンだ。


    　細長い落ち葉の上に足を踏ふみしめ、二本の足で大だい地ちにどっしりと立っている。


    　その前に向かいあうように立ちっているのはジル。ケンケンと同じように、二本の足を根ねでも張ったように大地に下おろしている。


    　ジルはケンケンを鍛きたえている。つまりは師し匠しようだ。


    「どんな感じ？」


    　ジャージ姿で傍かたわらに控ひかえているのは小こ手て指さしさん。その彼女に──霞は訊きいてみた。


    　しーっと、指を一本唇くちびるの前に立てられて、怒おこられる。


    「……ちゃんと修しゆ行ぎようしてますよ」


    　倒とう木ぼくに腰こしを下ろしている彼女から、すこしばかり敵てき意いのこもった視線で見上げられる。


    「今回は出遅れましたけど。負けませんから」


    「えーっと……。うん。はい。そうだね」


    　霞はたじたじになりながら、そう返事した。負けるとか勝つとかってなんの話？　いったいなにを戦たたかっていることになってるのだろう？　とにかく小手指さんは、ケンケンとジンジンの対決の場ばにいなかったことを、だいぶ根に持っているようだった。だってしかたないじゃない。


    「けんけん。だいちと。たいきと。りずむ。あわせる。」


    「おう」


    　ジルがケンケンの師匠だ。いま特訓中だ。ずーっと一日中ああして地面に立っているだけで、いったいなにをどう強くなれるのかわからないけど……。


    「大地と大たい気きと。そして地球そのものと周期を合わせることによって、肉体に眠ねむる潜せん在ざい能のう力りよくをまず目め覚ざめさせ、さらには自分の身しん体たい能力を何倍にも引き上げることまでできるそうです」


    　ずっと付き合っている小手指さんがそう説明してくれるが──。正直。霞には半はん信しん半はん疑ぎだった。ジルや綺き羅ら々らさんの持っているワルイドパワーを伝でん授じゆしているという話なのだが──。


    「そ、そうなんだ……。じ、じゃああたし、つぎのところ、寄るから……」


    　小手指さんの刺さすような視線を背中に感じつつ、霞は竹林をあとにした。


    　つぎに訪おとずれたのは、住宅街のただ中にぽつんとある町まち道どう場じようだった。毎度のことなので声も掛けずに、玄関で靴くつを脱ぬいで勝手にあがりこむ。道場のほうに歩いて行くと──、こちらは竹たけ林ばやしのほうとはまるで正反対に、激はげしい物音が遠くからでも、はっきりと伝わってくる。


    　畳たたみ敷じきの道場では、中学生の男の子が、大学生の男性に投げ飛ばされていた。


    　何度も何度も──。


    　そのたびに男の子は立ち上がり、そして向かって行っては、また投げ飛ばされる。


    　いつかの光こう景けいを見ているかのようだった。男の子と男性とのあいだには、それだけの力りき量りようの差があるということだ。いま投げられている男の子と、その男の子が投げていた別の男の子とのあいだにあったのと同じくらいの……。


    「どうした？　もうへばったのか？」


    「いえ……、兄さん！　あと二十本お願いします！」


    　男の子はまた立ち向かってゆく。みずからの体を痛いためつけるかのように、修しゆう練れんに明け暮れる。


    　ケンケンの様よう子すを見に行ったときのように、霞かすみはこっそりと覗のぞくようにして見守った。


    「霞さん」


    　柱の陰かげにいる霞に、声が掛けられる。聖せい羅らだった。


    「今日はもう一時間もこんな調子ですわよ」


    　道場の隅すみで正座を崩くずそうとせず、聖羅はジンジンをただ見守っている。その隣となりには小こ森もりさんの姿もある。ちなみに小森さんが見守っているのはジンジンでなくて聖羅のほう。たぶん。


    　二人はもう一度対決するという約束をしていた。期日は二週間後。その約束からは、もう一週間ほどが経けい過かしている。そのあいだ二人はまったく口をきいていない。


    「ジンジンったら、もう、馬鹿な子──こんなことしなくても、勝てるでしょうに」


    「僕は健けん太たを信じてますよ。あいつは絶対に強くなって、僕の前に立つんです。だから僕も万ばん全ぜんを期きさないとならないんです。──だから兄さん！　お願いします！」


    　聖羅のつぶやきはしっかりと聞こえていたらしい。ジンジンは兄と組み合って稽けい古こをつけてもらいながら、背中でそう語った。


    　男の子の背中をじっと見つめる聖羅を残して、霞は道場をあとにした。一人で戻って行った先は──誰もいない部室。がらんとした部屋の中で、一人、椅い子すに座り、頭を抱かかえこむ。


    　自分がけしかけたこととはいえ──。特訓を提案したのも自分とはいえ──。ちょおおーっと大おお事ごとになりすぎた。どうしようどうする？


    「あそぼ？」


    　誰もいないと思っていた部室に、先せん客きやくがいたようだ。赤い絣かすりの着物を着た女の子が、膝ひざを抱えこんで体育座りしていた。上うわ目め遣づかいに霞に問いかけてくる。


    「うん。あそぼ」


    　霞はポニテを結むすんでいた紐ひもをほどくと、それをあやとり紐に仕立てて、童どう女じよと遊んだ。
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    どっちが強い？⑤


    



    　一いち陣じんの風が河原かわらを吹き抜けてゆく。


    　雑草のうえに紋もん様ようをくっきりと残して、風は二本の足に絡からみついてから、いずこかへ立ち去ってゆく。


    　揺ゆれる草の海に──二本の足で立つ男だん子しが二名。


    　夕陽に照らしだされる河原で、二人の対決は執とり行おこなわれることとなった。


    　まーちゃんもお兄ちゃんも、あと霞かすみのクラスのりっちゃんも、相談した相手は、ことごとく口を揃そろえてゆーのだ。〝決けつ闘とうなら夕陽の河原だろぉ〟──と。


    　決闘じゃなくて強さ比べの試合であると。対決なのだと。何度言ってもわかってくんない。


    　男の子二人が「俺おれとお前。どっちが上か勝負だぁ」というのを、世では決闘というらしい。


    「ね、ねえ……、やっぱり……、戦たたかわないとダメなの？　ねえダメなの？」


    　霞は向かい会う二人にそう訊きいた。無む駄だだとは思うけど、訊かずにはいられなかった。


    「あったりめーだろ。あいつが仁じんで、俺が健けん太ただということを、思い知らせてやんなきゃな。あの薄うすら笑いを止とめてやる」


    「すいませんがこの対決は不ふ可か避ひです。僕もいいかげん。健太の後うしろを歩いていることには飽あきましてね。こんどは健太が僕の後ろにくっついてくる番です。一度で足りないのであれば、二度、思い知らせてやるまでですよ」


    　売り言葉に買い言葉。火に油を注そそいだだけのよーな気がする。


    「霞さん。ナイスですわ」


    「ナイスじゃないって！」


    　霞は振り返って聖せい羅らに叫さけんだ。後ろに下がって見守っている他ほかの女じよ子したちよりも、霞は一歩だけ、二人に近い位置にいるのだった。もともと対決をさせたのは自分なのだから──。ここに立つ義ぎ務むが──。踏ふみとどまる義務が──。霞にはあるのだ。


    「健太。ずいぶんと修しゆ行ぎようをしてきたみたいじゃないか。〝努力〟というものを知らないのが、君の最大の欠点だったからね。はじめて努力をしたことで、すこしはマシになったのかな？」


    「ジンジン。グーですわ。グー」


    　そういえば聖羅はジンジンにつきっきり。ジンジンの兄的存在の人が教えているその脇わきで、なにかを教えこんでいた。きっと教えていたのは悪口だ。悪あく役やくっぽい喋しやべりかたとかそんなんだ。


    「安心しな。てめえにゃ２倍までしか使わねーよ」


    「けんけん。にばい。までだよ。それいじょう。だめだよ？」


    　ケンケンが意味不明なことを言っている。ジルが念ねんを押している。


    　二人は数メートルの距離を挟はさんで睨にらみあっている。


    　霞かすみは気が気ではなかった。


    　自分のせいで二人が戦たたかうのだ。見ていられない。もう一週間以上も悩なやみ続けてきたが、止とめる方法は、なにひとつ思いつかなかった。


    「ごめんなさい……って、あたしが言えば？　やめてくれる？　戦うの……、やめてくれる？」


    　霞は言った。目に涙が溜たまってゆく。懸けん命めいに堪こらえた。


    「やめてー！　あたしのために戦わないでぇ！」


    　ついに霞は、両手の拳こぶしを握にぎりしめて、二人に向けて叫さけんだ。


    　その拍ひよう子しに抑おさえこんでいた涙がこぼれ落ちてゆく。


    「はぁ？　なんでおめーのためなんだよ？」


    「すいませんが四しノの宮みや先せん輩ぱい。ひっこんでいてくださいますか。これは僕と健けん太た。男と男の問題ですので」


    　乙おと女めの涙もまったく効果はなかった。


    「霞さん。殿との方がたの戦いを見守るのも、淑しゆく女じよのたしなみですわよ。──ですわよね。小こ森もり？」


    「準備は万ばん端たんです」


    　救急箱を持ちあげて、小森さんがうなずく。


    『霞ちゃん。ジンジンは元から鍛きたえてあるし。ケンケンはわたしが鍛えたし。二人のことを信じてあげようよ。男の子って、いつまでも下級生の頼りない子供じゃないんだよ』


    「でも……、だけど……、だからぁ……」


    「健太君の勝ちを信じられない人に、〝資し格かく〟はないと思いますけど」


    　小こ手て指さしさんが冷たく言う。その言葉にべっとりと貼はりついた軽けい蔑べつの色に、霞はついにキレた。


    「だからあたしは──ッ！　どっちが勝つかとかじゃなくってッ！　意味のないことでケンカするのはバカだってゆってんの！」


    　小手指さんにそう叫ぶと──。


    　──彼女は、ぽかんとした顔を霞に返してきた。


    「男の子って……。〝バカ〟なんじゃないんですか？」


    「へっ？」


    「バカだからこんなことやっているわけでしょう？　でもそのバカなところを好きになっちゃったんですから。……仕方ないですよね。これって？」


    　えーと。


    　えーと。えーと。えーと。


    　……そっか。そうだっけ。そうだよね。


    　霞は気がついた。


    　だってケンケンだし。だからバカだし。バカやめろっていうのはケンケンやめろと同どう義ぎだし。


    　霞の腹はらは決まった。
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    どっちが強い？⑥


    



    「よ……、よーし！」


    　腹はらの決まった霞かすみは──。胸むな元もとで「乙おと女めの祈り」になっていた腕うでを、まずほどいた。その手で大きく腕組みをする。二本の足でどっしりと根ねを張るように立ち、骨こつ盤ばんを突き出す。


    「やれっ！　頑がん張ばれ！　とことんまでやれっ！　しっかりやれっ！　とどめさすまでやれっ！　──骨ほねはあたしが拾ひろってあげるから！」


    　腹をくくったら、太い声が出るようになった。


    　か細い声で「やめてよー」と泣いていた女の子は、もうここにいない。


    「そこまではやりませんから霞さん」


    『そうだよ大ケガしちゃうまえにさすがにわたしが止とめるよー』


    「え？　そうなの？　──トドメささない？」


    「さしません」


    『どっちかが〝まいった〟って言うまでがルールだよ』


    「言わねーよ」


    「いいや。言わせてみせるね。兎うさぎと亀かめの故こ事じに照らし合わせるまでもなく、努力する凡ぼん人じんが、にわかで努力しただけの天才の先にいることを証明してあげよう」


    　霞は一歩、前へと出た。


    「レディの……」


    　片手を持ちあげておいて──二人、それぞれに目め線せんを送る。


    「──ゴーだぁっ!!」


    　二人の距離は一瞬にしてゼロになった。がっぷりと四つに組み合っている。このまえの対決のときにはケンケンはジンジンに触ふれることもできなかった。あっさりと投げ飛ばしていた。今回、こうして組み合っているのは、ジンジンがあえて受けとめたということか──。それともケンケンのスピードとパワーのせいで掴つかまってしまったということなのか──。


    　力比べでもするように、二人は組み合った姿勢のままで動かない。


    　一分。二分。三分。──そのままなんの動きもなく数分間が過ぎ去ったところで、突然、動きが生まれた。


    「でああぁ!!」


    　ジンジンがケンケンを投げ飛ばす。ケンケンが空くう中ちゆうでくるりんと回って、足先から着地する。


    「やるね。健けん太た。これまでの君であれば、この数分で三十回は死んでいたよ」


    「ほら──言った!?　言ったよセラちん!!　死なすって！　やっぱトドメさしちゃう気だよ!?」


    「言葉の綾あやというものですわ」


    「ふ……。俺おれもどうやら本気を出さねーといけねーようだな……」


    　ケンケンはぐるぐると肩かたを回した。首をこきこきと左右にやる。


    「……つぎは３倍でいくぞっ！」


    「だめ。けんけん。さんばい。いけない。」


    　入りきっているジルには悪いが、その袖そでをちょいちょいと引っぱって、霞かすみは訊きいてみた。


    「ねえジルちゃん。その２倍とか３倍とかって、なんなわけ？」


    「しみつ。」


    「それでは僕も本気を出さないとね」


    　ジンジンは片手で眼鏡めがねを外はずした。その眼鏡を、ぽいっと投げ捨すてる。


    「眼鏡を捨てたぁ!?　──って!!　ジンジンそれじゃ見えなくなっちゃうよ!?」


    　部の皆は知っている。ジンジンは極きよく度どの近きん視し。眼鏡はべつに伊だ達てではない。眼鏡をなくして、目がちっちゃくなっちゃって、「眼鏡、眼鏡」と探さがし回っている姿をよく見かける。


    　だがジンジンはその目を閉とじていた。


    「心しん眼がんですわ。開かい眼げんですわ。横よこ溝みぞ流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつの奥おう義ぎ開眼ですわ」


    　ジンジンの修しゆ行ぎようを最初から最後まで見守っていた聖せい羅らが解説してくれるが、霞には、なにがなんだかよくわからない。──心眼ってなんだったっけ？


    「バーンシュタイン流・ワイルドくまぱわー３倍」と、「横溝流柔剣術奥義・心眼」とを、それぞれ用もちいて──。二人はそこから、対等の戦たたかいを繰くり広げた。具体的には、取っ組みあって、ぼかすかぼかすか。上になって下になって、ぼかすかぼかすか。戦いの次元が同じになったせいなのか、どー控ひかえめに見ても、それは子供のケンカにしか見えなかった。


    　しかし楽しそう。笑いながら取っ組みあいをやる二人を、女の子五人で、ず～っと見守った。


    　そうして三十分くらいした頃だろうか──。


    「もー動けねえ！」


    「僕もだよ」


    　草の上に大だいの字じになって、ケンケンが言う。同じように草の上に伸びて、ジンジンも言う。　三十分にもわたる死し闘とうもしくはボカスカウォーズの結果は、両りよう者しや相あい打うち。勝敗はつかず。


    　聖羅が「男の子ねえ」とため息をつき、ジルがホワイトボードに『男の子だねえ』と書き書きし、小こ森もりさんが「ばかです」とつぶやき、小こ手て指さしさんが「健けん太た君素す敵てき」とのたまう。


    　そして霞は──。


    「うおら！　二人とも立って立って！　立てなくてもそこは気合いで立て！　気をつけええ!!」


    　二人を無理やりに立たせた。そして二人の首っ玉を左右それぞれの腕うでで絡からめ取る。男の子二人を、女の子たちの真ん中に引き入れた。


    　そして三さん脚きやくでタイマーをカウントダウンさせているカメラに向かって、皆で──。


    「ぶいっ♡」
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    あとがき


    



    　霞かすみたちにとって二度目の春がやってまいりました。


    　三年生に進級です。そしてケンケンたちも二年生になっちゃってます。


    　部室が校庭の隅すみに移ったこともあって、新入生はなかなか捕つかまらないようです。いつもの五人＋小こ森もりさんで定常運転。にぎやかに、わー、ひゃー、うおーとやっとります。なんか小さな子が増えていたり、顧こ問もんの先生が顔を出したりしていますが、ＧグツＪジヨ部ぶ中等部はいつも通りです。


    



    　さてそれでは恒こう例れいの取とり扱あつかい説明から。本書は四コマ小説です。ゆるふわ中学生ライフの記された全三十六話の読み物です。通勤通学の友にどぞ。授業中の合間の休憩時間にもどぞ。いつでもどこでも取り出して、短い細切れの時間でも、さくっと一話読んで、さくっと机やカバンやポケットにしまいこめる。そんな超軽いライトノベルが、このＧＪ部シリーズです。電車の一駅区間でも休み時間でもマジ読めたぜ！　という使用者からの報告が相次いでおります。


    



    　つづきましては、元ネタリスペクトのコーナーです。


    　このあとがきも、最近、アニメ化のニュースなどがありましたから、定形外のフォーマットでやることが多かったのですが。「取り扱い説明」→「元ネタリスペクト」と繋つながってゆくのがＧＪ部のあとがきの本来のローテーションでございます。


    　今回はやっぱアレですねアレ。界かい王おう様のもとで修行を積むと身につけられるというあの技です。２倍、３倍、10倍と、パワーアップしていけるあの技です。まあ本当に２倍や３倍になっているかはともかく。ジルとの特とつ訓くんの成せい果かはあったようで……ケンケンはたしかに強くなっていましたね～。


    　なお原典はいわずとしれた名作マンガである鳥とり山やま 明あきら／著『DRAGONドラゴン BALLボール』より。


    　あと今回一話目のタイトルの「新しん世せ界かいより」は、これはクラシック曲のタイトルから。ドヴォルザークです。あと聖せい羅らの言っていた１ＵＰドリンクは、じつは新あら木きは見たことないです。キノコのほうならよく見ますけど。でもファミコンのソフトは１０６１本もあるのだから、きっとどこかにはあるのでしょう。また聖羅の『人生○○のときのためにあるようなもんですよー！』は言わずとしれたドラクエで、霞のほうの話はエヴァンゲリオンのミサトさんですね。ヱビスビール飲んでぷっはーとやってました。


    



    　さてローテーションに従したがいますと、つぎは「宣伝」の順番となりますね。


    　ＧＪ部顧問として登場してきた一いち文もん字じ先生ですけど。彼の昔の「部活動」＝「学がく園えん防ぼう衛えい部ぶ」の話が、じつは作者の過去シリーズにあったりします。興味のある方は探してみてください。ちょうど十二年経ちましたので、当時十七歳だった彼も、いまや二十九歳のオッサンです（笑）。


    



    　さてつぎは次回予告です。


    　次のＧグツＪジヨ部ぶ中等部六巻は夏の予定です。これまでも三か月ごとの刊行でしたので、次もたぶん三か月後で、七月です。夏休み直前です。


    　じつはＧＪ部。三か月サイクルをこれまで一度も破やぶっていません。かな～りヤバかった時もあったのですが、あるやさん、編集さん、校閲さん、デザイナーさん、印刷所のオペレーターさん、その他の方々のご尽力によって、なんとか間に合ってきました。ごめんなさあぁ～～い。もうしませえぇ～～ん。


    



    　最後は、恒こう例れいのご案内です。アンケートなどやってます。来て見てプリーズ。


    ↓携帯電話の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコン専用ページ（右記携帯向けアドレスも入室可能です）


    http://www.araki-shin.com/
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